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はじめに 
 「子どもとのふれあい体験」も１５年目となりました。本年度も，子どもとかかわる様々な活動を通して，学生一人一人に多くの学びがありました。受講生の多くは 1年生であり，ここで学んだことは，来年度以降の教育実習を始めとした多くの学習の場面で役立つものと考えます。 本年度は，新たに科学実験コースを加え，次のように７つのコースを基本とし，さらにサブコースにも分かれ，様々な活動が展開されました。 
 ・科学実験コース ・となみの１００旅コース ・野外活動コース （Bコース，Cコース） ・発達の気になる子どもの援助コース （小学部，中高部，青年部，学習支援～寺子屋～） ・遊び援助コース （東部児童館，バンデッドクラブ，キッズクラブ，ランチョンクラブ） ・不登校児童生徒の援助コース ・ものづくりワークショップコース 
 １年間の活動成果を受講者全員が共有し，互いの学びを知るために，２月１９日には，「体験交流発表会」を開催しました。互いに自分たちの活動内容やそこでの学びを発表し合い，活動の成果を確かめ合う充実した時間となりました。この発表会に向けては，コースごとに発表要旨集の資料作りだけでなく，発表用のプレゼンテーションも工夫して作成し，聞き手にとって分かりやすく，興味が持てる発表となるように準備を進めました。このような活動によりプレゼンテーションの力も身に付けることができたと思います。また，このようなすばらしい会が開催できたのは実行委員長の古原大崇さんを中心とした２６名の実行委員の皆さんの献身的な活動のお陰です。ありがとうございました。 最後になりましたが，「子どもとのふれあい体験」の活動を進めるに当たってお世話になった，関係機関・施設等の皆様に厚く御礼申し上げます。また，本学で担当していただいた教員の皆様に対して感謝の意を表します。 
 平成２６年３月 
 富山大学人間発達科学部        附属人間発達科学研究実践総合センター 長谷川 春生 
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ⅱ
 「子どもとのふれあい体験」 要項 
 
 
 
2013年度「子どもとのふれあい体験」について････････････････････ 2  となみの１００旅コース･････････････････････････････････････････ 3  野外活動コース･････････････････････････････････････････････････ 4  発達の気になる子どもの援助コース･･･････････････････････････････ 7  遊び援助コース･････････････････････････････････････････････････ 8  不登校児童生徒の援助コース･････････････････････････････････････ 9 
 ものづくりワークショップコース･････････････････････････････････ 10 
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2013年度「子どもとのふれあい体験」について 
 
１．授業科目名 「子どもとのふれあい体験」（1 年次，後期，2 単位） 
・発達教育学科共通専門科目（1999 年度から開設） 
・選択必修 発達教育学科 学校教育コース 
・選択   発達教育学科 教育心理コース・発達福祉コース 
・人間環境システム学科で，教員免許取得希望者は，受講することが望ましい。 
 
２．授業の概要 
（１）授業の目的 
教育実習前に，学外における子どもを対象とした事業にボランティアとして参加し，
子どもとふれあい，子ども理解を深め，教師としての基礎的資質を向上させる。 
 
（２）本年度開設するコースと担当者 
① となみ野１００旅コース【担当教員：松本謙一】 
② 野外活動コース 
・A コース【担当教員：広瀬信】 
・B コース【担当教員：広瀬信・佐伯聡史】 
・C コース【担当教員：堀田朋基・松本謙一】 
③ 発達の気になる子どもの援助コース 
・小学部【担当教員：小林真・川﨑聡大】 
・中高部【担当教員：阿部美穂子・高橋満彦】 
・青年部【担当教員：水内豊和】 
・学習支援～寺子屋～【担当教員：川崎聡大・小林真】 
④ 遊び援助コース【担当教員：小林真・若山育代・西館有沙】 
⑤ 不登校児童生徒の援助コース【担当教員：石津憲一郎・下田芳幸】 
⑥ ものづくりワークショップコース【担当教員：隅敦】 
⑦ 科学実験コース【担当教員：成行泰裕・椚座圭太郎・片岡弘・安本史恵】 
 
（３）評価の方法 
① 自分の選択したコースの内容について，年間 60 時間以上の体験活動（講習等を含
む）に参加し，活動日誌を作成する。 
② 体験活動終了後，2000 字程度の事後レポートを作成する。 
③ 2 月に開催する体験交流発表会に参加し，各自の活動体験を発表する。 
 
３．その他 
（１）コース本登録について 
① 日時 4 月 17 日（水）14:45～ 
② 場所 人間発達科学部第 1 棟４階 141 教室 
③ 方法 全体説明後，各コース別に分かれ詳しい説明を聞き，本登録を行う。 
※ 受講希望者は必ず参加すること。本日提出する仮登録用紙では登録とならない。 
（２）履修登録について 
本授業は，後期の登録となる。後期開始時にヘルンシステムから必ず履修登録をす
ること。 
（３）問い合わせ等 
・各コース個別の内容については，それぞれ担当教員に問い合わせること。 
・全体にかかわることは，長谷川春生（研究室は実践総合センター2F）に問い合わせ
ること。 
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 となみ野１００旅コース        担当 松本 謙一 
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野外活動コース
Ⅰ 目的
１ 「野外活動」や「キャンプ活動」を通して、子どもたちとふれあう。
２ 講習会に参加し、「野外活動」や「キャンプ活動」の知識・技能を学ぶとともに、
実際の「キャンプ活動」等にボランティアとして参加し、指導者としての力量の形
成をはかる。
Ⅱ 内容 次のＡ、Ｂ、C の何れかのメニューを選択する。
Ａ 富山県キャンプ協会主催の「コアラクラブ」の活動にボランティアとして参加し、
子どもたちのリーダーとなって自然体験活動のサポートをする。（ 10人程度）
◎コアラクラブの活動（小学生グループの通年活動（参加児童は１年を通じ同じ））
①カヌー体験 ６月２９日（土） 12:30～ 16:30 (天候により 30 日 (日 )午後 )
上市カヌー競技場（電鉄上市駅集合） 顔合わせ、カヌー体験
②夏のキャンプ ８月１７日（土）～１８日 (日）（１泊２日）
立山登山（富山駅北集合） 弥陀ヶ原から雄山頂上へ（室堂宿泊）
③秋のキャンプ ９月１４日（土）～１５日（日）（１泊２日）
富山市子どもの村（富山駅集合） 親子参加のファミリーキャンプ
④冬のキャンプ① １２月２２日（日）～２３日（月）（１泊２日）
妙高青少年自然の家（富山駅北集合） スキー（ｱﾙﾍﾟﾝ、ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ）
⑤冬のキャンプ②・思い出会 ３月１日（土）～２日（日）（１泊２日）
立山青少年自然の家（富山駅北集合） 親雪活動、思い出アルバムづくり
経費：１５，０００円（食費、保険料、集合場所からの交通費、活動費等にあてます。）
※コアラクラブ事業の説明と、子どもとの関わり方についての事前研修を ６月
８日（土） 13:00～ 14:00に実施します。
※夏と冬のキャンプ前には、事前研修会（１時間程度）を実施します。
※コアラクラブ活動において、上記の経費以外に料金を徴収することはありません
が、登山用具（雨具、ザック、靴）、アルペンスキー、スキーウエア等をレンタ
ルする場合は個人負担が生じます。
※別途、富山県キャンプ協会が主催する講習を１日受講すれば、野外活動のリーダ
ーであることを示す、日本キャンプ協会認定「キャンプインストラクター」資格
が取得できます。（本来、この資格の取得には１泊２日を含む３日間の受講が必
要ですが、コアラクラブの事業に参加することにより、１泊２日の受講部分を免
除するものです。本年度は 11月 17日 (日 )に実施する。受講料 5,000円、認定登録
料 15,000円。）
Ａ担当教員 広瀬 信（学校教育） １棟４階 電話 445-6366
E-mail hirose@edu.u-toyama.ac.jp
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Ｂ 立 山 青 少 年 自 然 の 家 主 催 の 「 ボ ラ ン テ ィ ア 養 成 セ ミ ナ ー 」 を 受 講 し 、 ① ま た
は ② の キ ャ ン プ 事 業 に ボ ラ ン テ ィ ア と し て 参 加 す る
◎ 「 ボ ラ ン テ ィ ア 養 成 セ ミ ナ ー 」
５ 月 ２ ４ 日 （ 金 ） ～ ２ ６ 日 （ 日 ） の ２ 泊 ３ 日
講 義 と 実 技
経 費 ４ ０ ０ ０ 円 程 度 （ 送 迎 バ ス 有 り ） 修 了 後 、 ボ ラ ン テ ィ ア 登 録
特 典 別 途 開 催 さ れ る 講 習 会 に 参 加 す る と 、 日 本 キ ャ ン プ 協 会 認 定
キ ャ ン プ イ ン ス ト ラ ク タ ー 資 格 を 取 得 で き る （ 登 録 料 が 必 要 ）
国 立 青 少 年 教 育 振 興 機 構 法 人 ボ ラ ン テ ィ ア に な れ る
◎ キ ャ ン プ 事 業
① チ ャ レ ン ジ ＆ チ ェ ン ジ ！ 真 夏 の ア ド ベ ン チ ャ ー 2013
８ 月 ４ 日 （ 日 ） ～ １ ２ 日 （ 月 ）（ ８ 泊 ９ 日 ）
② 9歳 の ひ と り だ ち ８ 月 １ ６ 日 （ 金 ） ～ ２ ０ 日 （ 火 ）（ ４ 泊 ５ 日 ）
経 費 ① ４ 万 円 程 度 、 ② ２ 万 円 程 度 だ が 、 後 日 返 金 さ れ る 。
Ｂ担当教員 広瀬 信（学校教育） １棟４階 電話 445-6366
E-mail hirose@edu.u-toyama.ac.jp
Ｂ担当教員 佐伯聡史（地域スポーツ） ３棟２階 電話 445-6319
E-mail saeki@edu.u-toyama.ac.jp
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野外活動（C）ボランティア養成講座コース 
(砺波青少年自然の家) 
担当 堀田朋基・松本謙一 
Ⅰ目的 
  基礎講座では、ボランティア活動をするうえでの基本的な考え方や、野外活動の基礎を
実際に体験しながら学ぶ。 
  実習では、実際に子どもたちと活動することで、子どもたちとの関わり方を学ぶ。また、
自然体験活動を通じて変化していく子どもたちを身近に感じ、その重要性を認識する。 
 
Ⅱ研修日程 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ボランティア養成講座参加者の感想 
・当たり前の事ですが、子どもたちはそれぞれ性格が違っていて、一人一人接し方
を工夫しなければならなくて大変な面もありました。しかし、子どもと向き合うこ
とにより自分が笑顔になっていることに気付きました。 
 
・学校では学べないことを経験することができました。子どもたちといろんな活動
をし、自分自身も楽しむことができました。機会があればまた参加したいです。 
基礎講座① 7 月  6 日(土)～ 7 日(日) 
基礎講座② 7 月 20 日(土)～21 日(日) 
夏合宿 in となみ 2013 
8 月 18 日(火)～23 日(日)【5 泊 6 日】 
砺波と立山よくばりキャンプ 
8 月 9 日(金)～11 日(日)【2 泊 3 日】 
なかよし合宿秋の集い① 
10 月 5 日(土)～6 日(日)【1 泊 2 日】 
なかよし合宿秋の集い② 
10月 19日(土)～20日(日)【1泊 2日】 
なかよし合宿冬の集い① 
2 月 8 日(土)～9 日(日)【1 泊 2 日】 
なかよし合宿冬の集い② 
2 月 15 日(土)～16 日(日)【1 泊 2 日】 
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発達の気になる⼦どもの援助コース
Ⅰ．⽬ 的
・⼦どもたちの中には、本⼈は努⼒しているのに、授業がわからない、特定の教科が理解できな
い、先⽣の話を聞いていられない、学級の他の⼦とうまくいかない、⾃分の気持ちをコントロ
ールできないといった⾏動を⽰す⼦がいる。このような⼦どもは、学校・家庭⽣活を送る上で
多くの困難を抱えており、なんらかの⽀援が必要となる。
・本コースでは、発達障害児・者等の親の会である「ゆうの会」の⼦どもたちを対象に、毎⽉⾏
うグループ活動を企画・実施することにより、学習や⾏動、社会性に困難さのある⼦どもの⼼
理を理解し、関わり⽅や⽀援のあり⽅を学ぶことを⽬的とする。
・このような⼦どもは、⽂部科学省の調査では、⼩・中学校の通常のクラスに、6.3%程度在籍
していることがわかってきている（つまり、40⼈学級だと3⼈程度！）。将来、⼦どもに接する
仕事につきたいと思っているものは、こうした⼦どものことを理解しておく必要がある。
・本年度よりこのコースでの活動要件を満たすと、富⼭⼤学も加盟している「アクセシビリティ
リーダー育成協議会」が認める「アクセシビリティリーダー1級」の資格取得のために必要と
なる教育課程のSTEP3を修得したことになります（別紙資料参照）。
Ⅱ．内 容（以下の活動に複数参加することで、年間合計60時間以上活動すること）
「ゆうの会」の⼦どもたちを対象とした、楽しい個別もしくはグループ活動を年間を通して、ボ
ランティアとして企画・実施する。
○⼩学⽣グループ：第3⼟曜⽇、10時から15時過ぎまで。場所は内容により異なる。ゲーム⼤
会、親⼦遠⾜、夏休み宿題コーナー、バーベキュー、クリスマス会、雪遊び、ボウリングな
ど、その⽉ごとに内容を企画している。
○中⾼⽣グループ：第４⼟曜⽇、10時から15時過ぎまで。場所は内容により異なる。野外活動、
軽スポーツ、⽇帰り旅⾏、ショッピング、クッキング、テーブルマナー、ボランティア体験
など、社会性やコミュニケーション能⼒を伸ばすための楽しい活動を⽉ごとに企画している。
○⻘年部グループ：第4⾦曜⽇の18:30〜20:30、もしくは第4⼟曜⽇の10時〜15時すぎまで。
場所は夜は駅前YMCA、⽇中は富⼭⼤学ほか。カラオケ、マナー教室、ボウリング、⽇帰り
温泉旅⾏など。楽しい余暇活動実現のサポートであり、あくまで⻘年部メンバーが主体。
○学習⽀援グループ：隔週⽔曜⽇の放課後（予定）に、富⼭⼤学にて⾏う。対象児に対し担当
学⽣を決め、読み書きやコミュニケーションについて⼼理検査や発達評価を⾏い、個別⽀援
プログラムを作成し上記各グループと連携して⽀援を⾏う。
このほかに、下記活動に参加しても、本コースの活動時間としてカウントされる。
○富⼭ＹＭＣＡの主催するリーダートレーニング・実技トレーニングに参加する。
・リーダートレーニング：5⽉から７⽉に計６回、１回２時間程度、午後・⼣⽅。場所は富⼭
ＹＭＣＡ。内容はキャンプ理解、グループワーク、救急法、障害理解など。
・実技トレーニング：７⽉上旬に１泊２⽇。場所は未定。内容は野外炊飯、テントワーク、ゲ
ーム・レクリエーション実技、⾃然での遊び。
○「富⼭市ふれあいキャンプ」にグループリーダーとして参加する。
・富⼭市ふれあいキャンプ：8⽉中旬（未定）の2泊3⽇。場所は国⽴⽴⼭少年⾃然の家。これ
は⼼⾝に障害のある児童と健常児との合同キャンプである。⾃然の中で野外活動を共にしな
がら、友情を深め、思いやり・協調性・⾃⽴⼼を育む。
Ⅲ．担当教員 （メールで連絡をすることが多いので登録するとともに、ドメイン拒否を解除しておくこと）
川﨑 聡⼤（発達福祉コース・特別⽀援教育）：⼈間発達科学部第１棟3階 （学習⽀援）
Tel.／Fax：445-6356 E-mail：kawasaki@edu.u-toyama.ac.jp
阿部美穂⼦（発達福祉コース・特別⽀援教育）：⼈間発達科学部第１棟3階 （中⾼部）
Tel.／Fax：445-6355 E-mail：mabe@edu.u-toyama.ac.jp
☆⽔内 豊和（発達福祉コース・特別⽀援教育）：⼈間発達科学部第１棟3階 （⻘年部）
Tel.／Fax：445-6354 E-mail：mizuuchi@edu.u-toyama.ac.jp
⼩林 真（発達福祉コース・幼児教育・保育）：⼈間発達科学部第１棟3階 （⼩学部）
Tel.／Fax：445-6358 E-mail：kobamako@edu.u-toyama.ac.jp
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子どもとのふれあい体験 遊 び 援 助 コ ー ス
担当教員：小林真・西館有沙・若山育代（発達福祉コース）
小林研究室：第１校舎３Ｆ(1326号室)
電話(研究室)：076-445-6358 / e-mail:kobamako@edu.u-toyama.ac.jp
コースの概要
遊び援助コースは、富山市東部児童館と、富山県こどもみらい館（射水市太閤山ランド内
にある大型の児童館）に分かれて活動します。どちらも年間 60 時間以上の活動を行います。
実際に子どもとふれあうのは原則として５月～３月までの月１回で、１回につき２時間程度
です。ただし前後のミーティングや準備も規定の時間に含まれます。また、所定の活動日以
外に遊びのリーダー等に参加した場合も、体験の時間数に計上します。
①東部児童館 キラキラサークル（受入可能人数５名程度）
富山市東部児童館にて、毎月第３土曜日の午後に、小学生を対象とした遊びサークル（キ
ラキラサークル）を開催します。室内での遊び（工作や折り紙などの制作）と遊戯室での遊
び（身体を動かすレクリエーションゲーム）などを、学生が自分たちで企画・運営します。
キラキラサークル以外に、センターの日常の業務中に遊びの支援員として参加することも大
歓迎です。指導は、発達福祉コースの小林が行います。毎月第２火曜の昼休みに、小林研究
室にて活動の打ち合わせを行います。また、活動が終わった後には現地で反省会を行います。
②こどもみらい館 キッズクラブ（受入可能人数４名程度）
毎月第１土曜日（５月・１月は第２）の午前～午後にかけて、小学校低学年の子どもを
対象とした遊びグループ（キッズクラブ）に参加します。遊びのリーダーを務めたり、裏
方のスタッフになったりします。活動前のミーティングと、終了後の反省会に参加するこ
とで、規定の時間を満たします。指導は、クラブ担当の職員の方を中心に行います。
③こどもみらい館 バンデットクラブ（受入可能人数４名程度）
毎月第４土曜日（１２月は第３）の午前～午後にかけて、小学校高学年の子どもを対象
とした野外活動グループ（バンデットクラブ）に参加します。遊びのリーダーを勤めたり、
裏方のスタッフになったりします。活動前のミーティングと、終了後の反省会に参加する
ことで、規定の時間を満たします。指導は、クラブ担当の職員の方を中心に行います。
④こどもみらい館 ランチョンクラブ（受入可能人数４名程度）
毎月第３土曜日の午前～午後にかけて、調理活動を行うグループ（ランチョンクラブ）
に参加します。子どもと一緒に調理をしたり、裏方のスタッフになったりします。活動前
のミーティングと、終了後の反省会・次回の調理の試作に参加することで、規定の時間を
満たします。指導は、クラブ担当の職員の方を中心に行います。
所在地・連絡先 （現地への行き方は、４／１７に説明します）
富山市東部児童館 富山市石金１丁目１３－４１ 076-421-4212
富山県こどもみらい館 射水市黒河県民公園太閤山ランド内 0766-56-9000(代)
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不登校児童生徒の援助コース 
担当教員：石津憲一郎・下田芳幸（教育心理コース） 
 
Ⅰコース概要 
 学校において人間関係や勉強のことなどで苦戦し、現在不登校となっている子どもたちに，
みなさんはどんなイメージを持っていますか。そうした子どもたちも，他の子どもと同じよ
うに（ただしペースは違いますが）成長していきます。本来、学校は「修業の場」でもある
ので楽しいことばかりではありません。ただ、そうした場所にはなかなか参加できない子ど
もも実際に存在します。しかし、学校以外で成長する場所はないのでしょうか？そもそも「子
どもが成長すること」とはどういうことをいうのでしょう？そうした問いに対するみなさん
なりの答えを，子どもたちを実際に関わる体験を通じて見つけてもらえればと思います。 
Ⅱ活動内容 
 富山県総合教育センター教育相談部が主催している「体験活動」や「グループカウンセリ
ング」に参加し，実際に不登校児童生徒とのふれあいを行います。 
 具体的には，年間４回企画されている「体験活動」に，学生ボランティアとして参加しま
す。活動は当日だけではなく，オリエンテーション（打ち合わせを含む）や反省会にも参加
することとなります。 
 
＜必修参加＞ 
 ①総合教育センターで行われるグループカウンセリングへの参加（全員） 
＜選択参加 (ひとり２～３活動への参加)＞ 
   ②動物ふれあい体験（5月予定） 
 ③家族キャンプへの参加 （７月：１泊２日） 
   ④おもしろ科学実験への参加 （９月：終日） 
   ⑤手作り工房（創作活動） （１２月：終日）       ＊Ｈ２４年度の例  
＜学内での研修会もしくはレポート（基本は前期に行う）＞ 
原則として学内での不登校に関する研修会に参加すること。コース担当教員による講
義や「体験活動」の感想を履修学生が発表する機会を設けます。また，活動レポート
を提出し，教員のコメントを踏まえた上でのやりとりが何度かあります。 
 
Ⅲ定員  
 １８名以内（予定） 
 
Ⅳ担当教員 
 このコースに関する質問等は下記まで連絡してください。 
石津憲一郎（ k142＠edu.u-toyama.ac.jp）・下田芳幸（shimoda＠edu.u-toyama.ac.jp） 
 研究室：人間発達科学部附属実践センター２階 tel: 076-445-6382（石津研究室） 
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「ものづくりワークショップ」コース 
 
 
Ⅰ 目的 
 ものづくりワークショップを企画・運営し，美術作品の鑑賞やものづくりをとおして，子どもた
ちとふれあい，興味・関心を抱かせるための活動そのものをどのように援助・支援していくかにつ
いて実践的に学ぶことができるようにする。さらに美術作品に親しむことを核にして，作品との出
会いの仕組み方や楽しいものづくりのきっかけづくりを企画立案し，運営を行うことを通じ，総合
的な企画コーディネイトのできる力量を養成する。 
 
Ⅱ 活動について 
１ 活動時間 「富山大学スマイルフェスティバル2013」に向けて・・・約４０時間 
       「スマイルフェスティバルin近代美術館」に向けて・・・約２０時間 
２ 概要   まず，富山大学主催のスマイルフェスティバルの企画にスタッフとして参加し，ワ 
      ークショップ運営のための実務的なノウハウを事前に学ぶ。そこで，子どもに対する 
      接し方等，実践を通して，身につけることができるようにし，富山県立近代美術館で 
      行われるワークショップへスタッフとして参加し，企画運営を行う。 
３ 企画会議 ＊スマイルフェスティバル：4月下旬〜7月下旬にかけて，月2回程度，全体の企 
       画会議（昼休み）や各企画の会議に参加する。 
＊ スマイルフェスティバル in近代美術館：４月・６月・１０月・１１月まで，月１
ないし２回程度企画会議（昼休み）に参加する。11月以降は，未定。 
４ 教材研究 8月〜10月にスマイルフェスティバルの企画実現に向けての教材研究や準備を行う。 
       スマイルフェスティバルin近代美術館の準備のために，事前に作品鑑賞を行ったり 
       もする。 
５ 直前準備 １１月上旬〜開催前日まで，運営に関する集中的な準備をする。 
６ 開催日程 ＊富山大学スマイルフェスティバル2013［2013年11月3日（土）4日（日）］ 
        ＊スマイルフェスティバルin近代美術館［2014年1 月予定］ 
７ 事後処理 後片付けを行い，報告会に向けて，プレゼンおよび報告書を作成し配布する。 
８ 報告会  成果，感想，課題等について，報告を行う。 
 
Ⅲ 担当教員 
   このコースに関し，質問等がありましたら，下記まで連絡してください。 
   隅 敦 (学校教育) 
   tel/fax 076-445-6317  E-mail  sumi@edu.u.-toyama.ac.jp 
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科学実験コース 
 
Ⅰ 目的 
本コースでは、学校外における教育機会への参加を通じて、子供とのふれあい
の中でサイエンス（科学・理科）などの教科教育を行うための基礎を学ぶ。子
どもに「楽しい」「面白い」と感じてもらいながら正しい科学知識を身につけて
もらうための工夫を重ねる中で、自分自身（受講生）の学習と教育実践を結び
付ける力を養う。 
 
 
Ⅱ 活動計画 
＜現時点での参加予定イベント＞ 
・夏季学童保育（学内）での科学教室（7月予定） 
・サイエンスフェスティバル（学内・理学部）（9月予定） 
・富山市立科学博物館イベント（1月ごろ予定） 
 
＜活動内容＞ 
・事前準備：上記イベント参加へ向けた企画立案・実験内容の検討・実験準備 
・イベント参加 
・事後処理：活動レポート・報告書作成、報告会での発表 
 
＜実験・企画内容＞ 
・参加イベントに応じた実験内容を考える。 
・安全等に配慮した子ども向け実験が出来るように、物理・化学・生物・地学 
それぞれの担当教員が内容に応じて指導・助言を行う。 
 
 
Ⅲ 担当教員 
 
椚座圭太郎（環境社会デザインコース）：人間発達科学部第 2棟 4階（地学） 
片岡弘（環境社会デザインコース）：人間発達科学部第 2棟 4階（化学） 
安本史恵（環境社会デザインコース）：人間発達科学部第 2棟３階（生物） 
☆成行泰裕（環境社会デザインコース）：人間発達科学部第 2棟１階（物理） 
 E-mail: nariyuki@edu.u-toyama.ac.jp 
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『子どもとのふれあい体験』 
体験交流発表会 
発表要旨集 
 
 
 
 
 平成 26（2014）年 2月 19日 
 富山大学人間発達科学部 
3棟 4階 341番教室 
― 13 ―
プログラム 
司会（高田雅子，西田莉彩）  １．受付（8:30～9:00） 
 ２．開会（9:00～9:10） 
 （１）挨拶（実行委員長 古原大崇） （２）プログラム・進行等の確認（副実行委員長 井田百合） 
 ３．科学実験コース（9:10～9:25）【担当教員：成行泰裕・椚座圭太郎・片岡弘・安本史恵】 
 東度辰郎(学校教育)・松島悠(教育心理)・松本彩香(学校教育)・加埜世莉奈(人間情報) 竹内達郎(環境社会)・南部哲弘(環境社会) 
 ４．となみの１００旅コース（9:25～9:45）【担当教員：松本謙一】 
 筏井啓介(学校教育)・浦崎渉(学校教育)・江守紗耶(学校教育)・北村有香(発達福祉) 草島あかり(学校教育)・古原大嵩(学校教育)・酒伊真郁(発達福祉)・左郷美優(学校教育) 佐々木誠(学校教育)・中江由子(教育心理)・関村優介(環境社会)・高田知紀(人間情報) 中嶋将吾(人間情報)・西村薫(環境社会)・野畠遥(人間情報)・畑中元気(人間情報) 林真由(環境社会)・古本勝教(地域スポ)・吉澤徹(人間情報)・吉田悠人(人間情報) 
 ５．野外活動コース（9:45～10:05）  （１）Bコース【担当教員：広瀬信・佐伯聡史】 上野智弘(環境社会)・大井啓裕(人間情報)・金塚涼(人間情報)・桑間健太(人間情報) 高山裕之(環境社会)・藤井貴大(人間情報)・青山千恵(学校教育)・今井大智(学校教育) 岩田夏実(発達福祉)・服部未夢(発達福祉) （２）Cコース【担当教員：堀田朋基・松本謙一】 井田百合(学校教育)・北方美穂(学校教育)・西田有希(学校教育)・酒井佳祐(学校教育) 佐内建仁(学校教育)・關夏衣(発達福祉)・高嶋理沙(発達福祉)・高田雅子(学校教育) 久田七海(学校教育)・藤岡菜緒(発達福祉)・本堂亜美(発達福祉)・町田伎環(発達福祉) 水由陽子(発達福祉)・和田木遥(学校教育)・海老沢拓夢(人間情報)・大島康生(地域スポ) 大森小春(人間情報)・加治定智(地域スポ)・加藤尚大(地域スポ)・小坪理沙(人間情報) 柴田夏実(人間情報)・嶋晃平(人間情報)・滝本美月(人間情報)・田中智大(人間情報) 中谷亮(地域スポ)・野屋聡美(人間情報)・花房直輝(環境社会)・山本龍也(人間情報) 渡辺美穂(人間情報) 
 ６．発達の気になる子どもの援助コース（10:05～10:25） 
 （１）小学部【担当教員：小林真・川﨑聡大】 大坪千恵(発達福祉)・河村若奈(学校教育)・関口拓真(学校教育)・竹内遥(発達福祉) 龍湖まどか(学校教育)・樋口葵(発達福祉)・三井聡(発達福祉) 
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（２）中高部【担当教員：阿部美穂子・高橋満彦】 東海義仁(学校教育)・中山朋音(学校教育)・野見友希(学校教育)・伴知美(学校教育) 水野優香(学校教育)・廣田一平(人間情報)・水上あかね(人間情報) （３）青年部【担当教員：水内豊和】 中田至人(学校教育)・薮内佳紀(環境社会) （４）学習支援～寺子屋～【担当教員：川崎聡大・小林真】 油谷美咲(発達福祉)・市堰菜緒(教育心理)・中井幸(学校教育)・真鍋允彰(学校教育) 寺西直樹(環境社会) 
 ＜休憩（10:25～10:40＞ 
 ７．遊び援助コース(10:40～11:00)【担当教員：小林真・若山育代・西館有沙】 
 （１）東部児童館 大西晴佳(学校教育)・西田莉彩(学校教育)・細野眞珠(発達福祉)・松本詩穂(教育心理) 北川志穂(地域スポ) （２）バンデッドクラブ 小久保亮佑(学校教育)・佐々木駿(学校教育)・青山英樹(人間情報) （３）キッズクラブ 稲垣亜衣(教育心理)・佐藤遥海(発達福祉)・武内万由子(人間情報)・山根優香(人間情報) （４）ランチョンクラブ 本田千尋(学校教育)・宮田愛華(発達福祉)・橋場千佳(環境社会)・安田杏奈(環境社会) 横野彩(人間情報) 
 ８．不登校児童生徒の援助コース（11:00～11:15）【担当教員：石津憲一郎・下田芳幸】 
 石川真子(発達福祉)・今井真子(学校教育)・上沼あずさ(教育心理)・斉藤博成(教育心理) 仲亀未季(発達福祉)・中島詩絵里(教育心理)・夏目あかり(教育心理)・平野光輔(教育心理) 藤井佑衣(教育心理)・古川みらい(教育心理)・松田栞里(教育心理)・宮下真美子(学校教育) 山道貴代(学校教育)・小島千鶴(環境社会)・小林海桜(人間情報)・高木佐和子(人間情報) 宮田恵美(人間情報)・村本梨恵(環境社会)・吉村知穂(人間情報) 
 ９．ものづくりワークショップコース（11:15～12:05）【担当教員：隅敦】 
 石間佳奈(発達福祉)・金田ひな子(発達福祉)・齊藤史奈(学校教育)・段保乃加(学校教育) 中川唯子(学校教育)・野村早希(学校教育)・二塚優(学校教育)・石丸亜季(環境社会) 加山心太(人間情報)・川崎結実(環境社会)・斎藤大地(人間情報)・大門賢弥(人間情報) 高嶋理乃(環境社会)・恒川智哉(人間情報)・富﨑健太(人間情報)・内藤ほなみ(環境社会) 中野晶之(地域スポ)・福澤瑠璃(環境社会)・藤島知生(環境社会)・前口恭子(環境社会) 
 １０．閉会挨拶（副実行委員長 平野光輔）（12:05～12:10） 
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科学実験コース 
＜メンバー＞ 
11320255環境社会デザインコース南部 哲弘 
11320216 人間情報コミュニケーションコース加埜 世莉奈 
11320045 学校教育コース東度 辰郎 
11320071 教育心理コース松島 悠 
11320073 学校教育コース松本 彩香 
11320239環境社会デザインコース竹内 達郎 
 ＜コース概要＞  学校外における教育機会への参加を通じて、子供との ふれあいの中でサイエンス（科学・理科）などの教科 教育を行うための基礎を学ぶ。子どもに「楽しい」 「面白い」と感じてもらいながら正しい科学知識を身 につけてもらうための工夫を重ねる中で、自分自身 （受講生）の学習と教育実践を結び付ける力を養う。 
 ＜コース選択の理由＞ ・私がこのコースを選んだ理由は、理科が好きなので、その大好きな理科を通して、子供たちと楽しく関われたらと思ったからです。また、この活動を通し、子供に理科の楽しさを知ってもらい、私もそんな子供たちの姿を見て、子供について理解を深めていきたいと思ったからです。（松本） 
 ・将来、実験を通じて子ども達と関わる時に必要なこと、子ども達がおもしろいと感じる実験はどのようなものなのかを知り、多くの子ども達が科学とふれあうことで理科好きの子供が増えることに貢献したかったからこの科学実験コースを選択しました。 （南部） 
 ・私は幼い頃、大学生が企画した実験を見たことがあります。その実験は科学を知らない私でさえ興味を引きつけられるには十分なものでした。私は高校の時、文系でしたが、このような企画があると聞き、役に立たないかもしれませんが、私が体験したように、子供たちにも、科学への興味を抱かせることが出来ればと思い、この科学実験コースを選ぶに至りました。（松島） 
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・自分は、将来理科教員になろうと考えています。そのため、この科学実験コースに入って、見に来る子供たちとふれあうことにより、実験の進行、やり方の工夫や説明の仕方、内容について考え、また実験の危険性についても追求していく良い機会を得られるのではないかと思い、このコースをしました。（竹内） 
 ・高校時代に理化部に所属していた私は、部で何度も子供たちを相手に科学実験を行ってきました。しかし、これらは毎回決まったようなネタを予備実験をあまりせずに行うものでした。そこで、理科教員を目指していることもあって、予備実験で事象に対する理解を深め、それをどう子供たちが興味を引くようにしていくか、教員養成系学部ならではの観点から高校時代の取り組みをバージョンアップさせたいと思い、このコースを選択しました。（東度） 
 ・ 私が小学生の時、クラスのみんなでワンダーラボに行くことがありました。私が行ったときは液体窒素や超伝導の実験を行っていました。そのときの実験がとても面白くて楽しくて、今でも忘れられないようなすてきな思い出になっています。そのような経験をたくさんの子供たちに味わってほしいと思い、この活動に参加しました。（加埜） ・  ＜活動＞ ・ 富山大学男女共同参画推進室学童保育 日時 ７月３１日（水） 13:30~15:30 場所 富山大学黒田講堂  内容 “空気鉄砲で遊ぼう”     “飛行機で遊ぼう” 
 ・ 富山大学理学部サイエンスフェスティバル 2013  日時 ９月２８日（土）10:00~16:00       ２９日（日）10:30~16:00  場所 富山大学理学部棟  内容 電気で遊ぼう       “電池を作ろう”       “静電気で遊ぼう” 
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・富山市科学博物館 富山大学連携「科学で遊ぼう」  日時 １月１１日（土） 10:00~17:00  場所 富山市科学博物館  内容 科学で遊ぼう        “てこで遊ぼう”       “圧力で遊ぼう” 
 ＜主担当した実験についての感想＞ ・“空気鉄砲で遊ぼう”担当 松本  私は空気砲の実験を担当しました。テレビなどでよく見かけるので準備も簡単で、手軽に子どもたちに楽しんでもらえると最初は思っていました。しかし、準備を進めていくうちに、大人の私たちでさえうまく空気が発射できなかったり、小さい子どもでは力が足りないのではないのかといった問題点が出てきたりしました。また当日の進行の仕方やタイムスケジュールなど、本番が近づいてきているのに全然決まらず、担当者としての責任や自覚が足りない部分がありました。本番を想定して何回もリハーサルをやってみましたが、本当にこれで子どもたちが楽しんでくれるのか、また本当に安全に遊んでもらうことができるのか、などといった不安もありました。 本番当日は、集団で40人以上というたくさんの子がいました。大勢の様々な学年の子がいるとあって、やはり計画通りにいかない部分もありました。しかし、メンバーのみんなが私の指示通りに子どもたちをまとめてくれ、結果子どもたちから「楽しかった。」「もっとやりたい。」といった言葉を笑顔で言ってもらえて、やってよかったなと心から思えました。子どもたちの笑顔が見られたのはもちろん、6人という少ないメンバーで子どもたちが怪我などをすることがなく、最後までやり遂げることができてよかったと思います。  あらかじめ自分たちで安全面関する考慮をしていても、実際に子ども目線になってみないとわからないこともあった。子どもとふれ合っている中でそのことに気づき、臨機応変に対応する大切さを学べました。  ・“飛行機を作ろう”担当 南部  私はこのイベントで紙飛行機の担当をさせていただきました。ちょっと高学年向けの実験にしました。内容は先端におもりをつけたストローにあらかじめ切り出しておいた紙の主翼と尾翼を取り付けるだけです。特に考慮した点は紙飛行機を子ども達に飛ばしてもらうときにどんなルール、紙飛行機の構造にすれば危なくないかとか、どんな紙飛
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行機にすれば子ども達が考えて、よく飛ぶ方法を見つけてくれるかです。いざ本番になってみると予定していた時間とかなりずれてしまい。調節の時間が余りとれませんでした。しかし、その中で子ども達の関心の向き方や、それをどのようにコントロールすればよいのかを学べていい経験になりました。 
 ・“電池を作ろう“担当 竹内 自分はサイエンスフェスティバルでの、「電池を作ろう」という実験の担当でした。主に、備長炭を用いた電池と食物を用いた電池で行うというのは、序盤から決まっていたのですが、実験がうまくいかないことが多々ありました。特に、備長炭電池を始め、普通の木炭を用いたのですが、電池の機能を果たさずうまくいきませんでした。実験のやり方に関しても、構想段階と当日とでかなり大きく変化させることになりました。構想では、二つの実験をそれぞれ演示で行う方法を考えていたのだが、当日あまり人が集まらずに、急遽、備長炭電池のみを子供たちに作らせるという方法に変えました。多くの子供を同時に見なければいかず、はじめは戸惑いましたが、いろいろなことに気を配りながら指示を出す良い経験が出来たのではないかと思います。 
 ・“静電気で遊ぼう”担当 松島  私は静電気を利用し、日常生活で使うものを動かしたり、電気クラゲと呼ばれる、ビニールテープを細かく裂いたものを宙に浮かせたり、といった実験を担当しました。実験は比較的手軽なもので、試作段階も非常に順調に進めることが出来ました。しかし、実験当日になると参加者が断続的に来られて、予想よりも遥かに忙しく、想定とは異なることも多く、実験についても上手くいかなかったことがありました。物品の補給が不足気味だったり、実験器具の不調だったりとトラブルはいろいろあり、息もつけませんでした。本番はなにかと不確定要素があるため、準備は自分が思うより、さらに入念にするべきだということを改めて気づかせてもらいました。 
 ・“てこで遊ぼう”担当 東度 私は、「てこ」をテーマとした企画を中心に行いました。この分野は私たちの日常生活と非常に密接につながっています。が、いざこれを小さな子相手の企画にするとなると、大変難しいものでした。「なぜてこ．．は便利なのか」という根本の説明をできる限り簡単にするのがまず辛いものです。加えて、今回用いた投石器は純粋なてこ．．の理屈だけでは説明できないものでした。そして、実際に子どもたち相手に説明をしていても、目が点になっている子や他の所へ行ってしまう子が相次いでしまいました。 
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しかしながら、目の前で起こる現象に素直な驚きや興味を示してくれる子どもたちの姿を見るのは本当に嬉しいものです。できる限り子どもたちが楽しみ学ぶことができるように準備してきたかいがありました。私が子どもたちに伝えたり一緒に考えたりしたかったことの一部しか、今回扱うことができませんでしたが、この企画を通して子どもたちが何か得てくれれば、と願うばかりです。 
 ・“圧力で遊ぼう”担当 加埜  今までは他の人のサポートとしてイベントに参加してきましたが、実際自分が中心となってイベントを計画していくとわからないことでいっぱいでした。 水を入れた２リットルのペットボトルを使用するイベントを計画したのですが、子供の安全を配慮するためにペットボトルを倒さないように考えたり、それでももし倒れてしまった場合を想定して計画をしていきました。実際にイベントの主催者側になると、これほどまでに参加者について考えていかなければならないということにとても驚きました。また、子どもたちが自分たちの想定した以上の考察をしてくれたのでとてもうれしかったです。 
 ＜感想＞  この活動を通して様々なことを私たちは学んだと思います。子供との接し方、一つの実験をするのにも試行錯誤を重ねなくてはいけないこと、また仲間と協力して何かを成し遂げる苦労などです。このように言うと大変なことばかりに思えますが、子供の喜ぶ顔や実験が成功したときの感慨は、それを補ってあまりあるほどの充足感を私たちに与えてくれました。そして、なにより、一人では途中で諦めていたようなことも、仲間の中で意見や作業を分担、共有し合うことで大きなことを成し遂げたことへの喜びも苦労も、この活動を行うことによって、大学以前に行ってきたどの活動より、実感できたと思います。  また、担当教員である成行先生や片岡先生はもちろん、各企画でお世話になった、富山大学の男女共同参画推進室の皆様や富山大学理学部の人達、そして科学博物館の方々にはご多忙でいらっしゃる中、大変な苦労をかけてしまい、感謝してもしきれません。おかげで自分たちが納得のいくものが作り上げられたと思います。  最後になりましたが、私はこの活動を通して得た経験や知識は、今後私たち教育の道を歩むにせよ、また別の道を選ぶにせよ、得難い経験値になったと確信しています。１年という長いようで短い期間でしたがこのメンバーで最後までやり切れたことをうれしく思います。 
― 20 ―
となみ野100km徒歩の旅 
★メンバー★ 
11320003筏井啓介（学校教育） 
11320013浦崎渉（学校教育） 
11320014江守紗耶（学校教育） 
11320022北村有香（幼児教育） 
11320023草島あかり（学校教育） 
11320026古原大嵩（学校教育） 
11320031酒伊真郁（発達福祉） 
11320032左郷美優（学校教育） 
11320034佐々木誠（学校教育） 
11320231関村優介（環境社会） 
11320236高田知紀（人間情報） 
11320047中江由子（教育心理） 
11320249中嶋将吾（人間情報） 
11320257西村薫（環境社会） 
11320258野畠遥（人間情報） 
11320262畑中元気（人間情報） 
11320264林真由（環境社会） 
11320269古本勝教（地域スポ） 
11320286吉澤徹（人間情報） 
11320287吉田悠人（人間情報） 
★活動内容★ 
小学校四〜六年生を対象に５日間かけて砺波地方の３市にまたがって１３０km を完歩す
る事業。事業全体のテーマは限界への挑戦と生きる力の醸成である。 
子どもを受け入れる体制を整えることや、スタッフのレベルアップのために本番の前後に
福野体育館で研修を重ねる。 
 
★活動の経過★ 
4/21 事業説明会 
5/11 事業説明会 
5/19 STEP1 
5/25~26  STEP2(合宿) 
6/9 STEP3 
6/15~16 STEP4(合宿) 
6/22 スタッフミーティング 
6/23 STEP5 
6/30 スタッフミーティング 
7/6 STEP6 
7/7 保護者説明会 
7/21 スタッフミーティング 
7/27 スタッフミーティング 
7/28 STEP8 
8/3 STEP9 
8/4 保護者・参加者説明会 
8/11 STEP10 
8/18 スタッフミーティング 
8/20~24 歩いて発見！となみ野 
サマーチャレンジ２０１３ 
8/25 STEP11 
9/15  STEP12 
7/14~15 STEP7(合宿) 9/29  スタッフミーティング
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10/6  スタッフミーティング 
10/13  STEP13 
11/10  STEP15-1 
11/24  STEP15-2 
10/14  事業報告会 
10/20  STEP14 
 
12/25  STEP16 
 
★サマーチャレンジを選んだ理由★
大学生活で何か成し遂げたと実感したいと思っており、きっと５日間歩ききった後には大
きな達成感が待っているのだろうと思ったから。（北村有香） 
 
子どもと接するのが大好きだったので、５日間子どもたちと１００km歩いて、その果てに
ある感動を分かち合えるこの事業は必ずやいい経験になると思ったから。（高田知紀） 
 
小学校のときに100旅に参加して、全く知らなかった人と友達になれ楽しかったし、ゴー
ルしたときの達成感がとても大きかったのを覚えており、いつかスタッフとして恩返しで
きればいいなあと思っていたから。（野畠遥） 
 
日々の大学生活に何らかの変化が欲しいと思っており、サマチャレで自分を変えられると
期待したから。（林真由） 
 
★研修★ 
自己分析、基本行動訓練、スピーチコンテスト、プレゼンテーション、テスト歩行 
子どもとの関わり方、参加者分析、など 
 
★本番★ 
サマチャレの特徴 
 傘をかぶる、隊列を組む、歩調コール、サマチャレコール、ワセリン、散水 
 ぬるい飲み水、体育館で宿泊、プールで入浴、など 
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★体験談★ 
スピーチコンテストを通して人前で話す練習を重ねるうちに、恥ずかしさがなくなり堂々
と人前に立てるようになった。自分の欠点をみんなに言ってもらう研修では大変傷つきは
したが、おかげで自分と見つめ合い欠点を意識的に直すことが出来た。（吉田悠人） 
 
あいさつやお辞儀の仕方や基本的礼儀など、当たり前のことを恥ずかしがらずに堂々とす
る心構えを学んだ。二分間で自己紹介をするという研修を通して、限られた時間の中で自
分のことを最大限に表現することや、伝えたいことを上手く表現することの難しさを感じ
た。（畑中元気） 
 
今年のサマチャレは突然の事態やハプニングが多く、それに対してどれだけ迅速に対処で
きるかが課題だった。子供の前に立つ大人としてどう行動しどう対処すべきかを、サポー
ト班の立場から実践的に学ぶことができた。（西村薫） 
 
初日はカメラを嫌がり避ける子どもばかりで、正直写真を撮るのが辛かった。しかし、積
極的にコミュニケーションをとりにいくことで、自分に心を開いてくれたのか笑顔の写真
が徐々に増えてきた。受身姿勢ではなく、自ら積極的に行動を起こすことの大切さを学ん
だ。（左郷美優） 
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野外活動Ｂコース（立山青少年自然の家） 
 ≪メンバー≫ ・発達教育学科 
11320012 岩田夏実 
11320058 服部未夢 
11320001 青山千恵 
11320010 今井大智 
 
 
 ≪このコースを選んだ理由≫ 
 キャンプに興味があり、自然の中で子どもたちがどのように成長してくれるのか気になったから 
 キャンプという普段の生活とは違う環境で子どもと触れ合うことで、いつもとは違う部分が見られることができ、深く交流できると思ったから。 
 短期間で同じ子どもたちとできるだけ長く接することで、絆を深めたかったから。 
 「ボランティア養成セミナー」 
 【活動内容】 ●5月 24日 講義『青少年教育と活動体験』 ●5月 25日 朝の集い 講義『自然の家ってどんなところ』   『立少ボランティアとして』 野外ゲーム 野外炊飯 講義『自然体験と安全』 キャンプファイヤー ●5月 26日 早朝ハイク 朝食づくり 普通救命講習 
・人間環境システム学科 
11220213 大井啓裕 
11220272 藤井貴大 
11220211 上野智弘 
11220245 高山裕之 
11220222 金塚涼 
11220234 桑間健太 
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 「9歳のひとりだち ～何でもひとりでできるもん！～」 
 【活動内容】 ●8月 15日 活動場所の下見 打ち合わせ ●8月 16日 富山駅で子どもたちと対面 中山尾根ルート徒歩 ジョイフレンド、新聞タワーづくり はがき作り ●8月 17日 リバーウォッチング 水辺の楽校 テント泊準備 星空観察 ●8月 18日 早朝散歩 朝食づくり（カートンドッグ作り） 野外炊事（カレー作り） 家族へのはがき作成 荷物の準備 ●8月 19日 大辻山登山 キャンドルサービス 振り返り ●8月 20日 振り返り 千垣駅まで徒歩 保護者への引き渡し 
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「チャレンジ＆チェンジ」 
 【活動内容】 ●8月 3日  ボランティア前日泊  自転車行程下見  ミーティング ●8月 4日  出会いの集い  立山開山の話し  アイスブレイク  自己紹介  班旗づくり ●8月 5日  テント設営  野外炊飯  石田浜テント泊 ●8月 6日  釣り体験  自転車合わせ 有頼柳で石拾い 石田浜テント泊 ●8月 7日  自転車行程・石田浜～山野スポーツセンター  昼食（そうめん） ●8月 8日  山野スポーツセンター～国立立山登山研修所  カルデラ砂防博物館  登山研修所にてロッククライミング  登山に備えてのパッキング、就寝 ●8月 9日  登山研修所出発、登山行程  弥陀ヶ原  六甲ヒュッテ到着  星空観察、後就寝 
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●8月 10日  六甲ヒュッテ出発式  鎖場通過  昼食（天狗平山荘）  室道山荘到着、早めに就寝 ●8月 11日  室道山荘出発（午前 2時）  一ノ越  雄山山頂  朝食（大汝山）  別山  剣御前  雷鳥沢  自然の家  ファイナルパーティー ●8月 12日  活動のまとめ  班発表  Ｔシャツに寄せ書き まとめの集い 
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～９歳のひとりだち～ ≪子どもたちの様子≫ 最初はおとなしかった子どもたちも時間が過ぎるにつれて、積極的に友達と遊んだり、話したりするようになった。それと同時にリーダーの言うことを聞かない子や甘える子も出てきた。キャンプの初日はリーダーの指示があってから列を作って並んでいた子どもたちが、キャンプが終わる頃には自分たちだけで並べるようになっていたグループもあった。短い期間ではあったが子供の成長が感じられた瞬間だった。 
 ≪体験から学んだこと≫ 【成功したこと】 小学三年生の子ども達とふれあうということで、子どもたちに会う前まではとても緊張していた。しかし、子どもたちが合宿を楽しめるようないい雰囲気を作りたいなと、明るく振舞うよう心がけた。立山へ向かう電車に乗っている時は子どもたち同士でなかなか話さずにいて大丈夫かなと不安だったが、電車を降りて少年自然の家に着くとみんな一緒になって駆け回って遊んだりしており、少しのきっかけですぐに仲良くなれることが小学生にはできるのだと思った。自分たちはそのきっかけをうまい具合に作ってあげることが大事で、そうすれば子どもたちは互いに協力して楽しい合宿を過ごせるだろうと思い、子ども同士の関わりを増やせられるようにしようと行動した。 合宿では掃除や炊飯、荷物整理といった今まで両親にやってもらっていたようなことを子ども達が挑戦する機会が多くあった。最初、子どもたちはボランティアや職員の人にすぐやってもらおうとしていたが、やり方やコツを教えるとすぐに実践してくれた。子どもたちはできないのではなく、やり方が分からないだけでつまずいていると実感した。 全日程を通して、子どもたち自身に考えさせ、行動させる時間を多く作ることができた。また、自分たちが 1から 10までを教えるのではなく、きっかけを与えてチャレンジさせてあげる時間を多く作れた。そして、自分たちの中でも子どもたちの接し方に幅ができたと実感している。最後の親御さんへの引き渡しのとき、活動を通して成長したことをしっかり伝えることができた。 
 【失敗したこと】  子どもたちは私たちの言うことを一度では理解してくれないので、何回も言わなければならず途中で言い方が雑になり、強く言ってしまうことが多くあった。言い方が雑になると子どもたちには伝わりずらいので、しっかりと言わなければならないと思った。  登山では、疲れてしまい自分のことで一杯になり子どもたちに励ましや応援をあまりできなくなってしまった。それでも子どもたちが逆に励ましてくれたり、また元気に話しかけてくれたので、協力し合って登山を成功できたと思う。 
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 ≪感想≫  始めは、子どもたちにどのように接していけばよいかわからず、とても困惑していたが、とにかく自分から積極的にコミュニケーションを取ろうとすると、それに応じて子どもたちも心を開いて話してくれて、しだいに関わり方がわかってきた。 
9歳の子どもたちは元気いっぱいで、なかなかこちらの指示が通らず、子どもを指導することの大変さを強く実感した。しかしそのような状況の中でも職員の方々やボランティアの先輩方の対応の仕方を見ることよって、自分との違いを発見することができ、とても良い勉強となった。  4泊 5日という短い期間ではあったが、子どもたちの成長をとても身近に感じることができたし、さらには自分自身も大きく成長することができたと思い、とても良い経験となった。 ～チャレンジ＆チェンジ～ 
8泊 9日。最初の 2,3日は長い長いと思っていたが、登山行程に入ったころからは、日数が過ぎていくのがすごく早く感じられた。それだけ１日の内容が濃いものであったのだと思う。 ほとんどの子どもが、主に自転車行程もしくは登山行程でくじけそうになったのではないかと思う。あまりの辛さに泣いてしまった子もいた。そんなときは子どもたちと声を掛け合ったりしてお互い励ましあいながら進んだ。みんなで何度も「がんばれ」「ファイト」といった言葉を掛け合いながら進んだ。そして、グループ全員そろってゴールにたどり着くことができた。力を合わせて、皆で苦難を乗り越えることができたことに強く感動した。 
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野外活動 Cコース（砺波青少年自然の家） 
 
◇メンバー◇ 
11320007 井田百合（学校教育）     11320207 海老沢拓夢（人間情報） 
11320021 北方美穂（学校教育）     11320208 大島康生 （地域スポ） 
11320027 西田有希（学校教育）     11320211 大森小春 （人間情報） 
11320030 酒井佳祐（学校教育）     11320214 加治定智 （地域スポ） 
11320036 佐内建仁（学校教育）     11320215 加藤尚大 （地域スポ） 
11320037 関夏衣 （発達福祉）     11320222 小坪理沙 （人間情報） 
11320039 高嶋理沙（発達福祉）     11320225 柴田夏実 （人間情報） 
11320040 高田雅子（学校教育）     11320226 嶋晃平  （人間情報） 
11320061 久田七海（学校教育）     11320238 滝本美月 （人間情報） 
11320064 藤岡菜緒（発達福祉）     11320242 田中智大 （人間情報） 
11320069 本堂亜美（発達福祉）     11320253 中谷亮  （地域スポ） 
11320070 町田伎環（発達福祉）     11320259 野屋聡美 （人間情報） 
11320078 水由陽子（発達福祉）     11320263 花房直輝 （環境社会） 
11320084 和田木遥（学校教育）     11320283 山本龍也  (人間情報) 
11320290 渡辺美穂  (人間情報) 
 
◇活動内容◇ ●野外活動ボランティア育成講座 日時:平成 25年 7月 6日（土）～7月 7日（日）一泊二日   平成 25年 7月 20日（土）～7月 21日（日）一泊二日 参加者:井田、北方、西田、酒井、佐内、関、高嶋、高田、久田、藤岡、本堂、町田、水由    和田木、海老沢、大島、大森、加治、加藤、小坪、柴田、嶋、滝本、田中、中谷、野屋、花房、山本、渡辺 【7月 6日（土）～7月 7日（日）】ボランティアメンバーのみで、子どもと野外活動をするにあたっての基礎を学ぶ 講義（ボランティア概論）/ベットメイキング/グループエンカウンター/テント設営実習 野外炊飯（焼きそば作り）/野外活動における応急処置 【7 月 20 日（土）～7月 21 日（日）】夏合宿に参加する子ども（小学 4・5・6年生）と実際に活動をし、長期夏合宿に向けて予行をする 講義(子どもとのかかわり方について)/アイスブレイク(子どもと打ち解けるためのゲーム) ティピー泊/野外炊飯(焼きそば作り) 
 ●夏合宿 inとなみ 2013 日時:平成 25年 8月 18日(火)～8月 23日(日)五泊六日 参加者:酒井、高田、久田、海老沢、大森、加治、嶋、滝本、渡辺 対象学年:小学 4・5・6年生 
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 1日目/集団行動、氷見班別活動計画 
2日目/長距離歩行、野宿 
3日目/海水浴、バーベキュー、ミニキャンプファイヤー 
4日目/氷見班別活動 
5日目/森の遊び 
6日目/思い出クラフト作り 
 
 
 ●砺波と立山よくばりキャンプ 日時:平成 25年 8月 9日(金)～8月 11日(日)二泊三日 参加者:井田、佐内、大島、加藤、田中、中谷、花房、山本 対象学年:小学４・５年生 アイスブレイク/立山カルデラ博物館見学/クライミング体験/立山の自然散策/材木坂登山 
 
 
 ●砺波東部小学校通学合宿 日時:平成 25年 9月 19日(木)～9月 21日(土)二泊三日 参加者:関、高嶋、藤岡、本堂、町田、水由、小坪、柴田、野屋 対象学年:小学 3年生 インディアンキャンプファイヤー企画、運営/ダンス/野外活動コース整備 
 
 
 ●なかよし合宿秋の集い① 日時:平成 25年 10月 5日(土)～10月 6日(日)一泊二日 参加者:井田、北方、西田、佐内、和田木、大島、加藤、柴田、田中、中谷、野屋、花房、山本 対象学年:小学 1・2・3年生 自然体験/野外炊飯(カレーライス作り)/インディアンキャンプファイヤー 
 
 
 ●なかよし合宿秋の集い② 日時:平成 25年 10月 19日(土)～10月 20日(日)一泊二日 参加者:北方、西田、関、高嶋、藤岡、本堂、町田、水由、和田木、小坪 対象学年:小学 1・2・3年生 自然体験/野外炊飯(カレーライス作り)/キャンプファイヤー 
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◇今後の予定◇ ●なかよし合宿冬の集い① 日時:平成 26年 2月 8日(土)～2月 9日(日)一泊二日 ●なかよし合宿冬の集い② 日時/平成 26年 2月 15日(土)～２月 16日(日)一泊二日 対象学年:小学 1・2・3年生 雪遊び/スノーチューブ/スノーシュー 
 
 
 
◇このコースを選んだ理由◇ 
 ・キャンプが子どものころから好きだったので、その楽しさを子どもたちに知ってほしいと思ったから 
 ・子供のころからよく野外で遊んでいたので、その経験を活かしたかったから 
 ・子どもたちの成長を間近で見られるから 
 ・学校では見ることができない子どもたちの部分に興味があったから 
 ・子どもたちと長く過ごしてたくさんの思い出や感動を共有したかったから 
 ・たくさんのことにチャレンジするときの子どもたちを間近で見て、支えたいと思ったから 
 ・今まで野外活動の経験がなかったので、挑戦してみようとおもったから 
 ・自分自身もいろんなことにチャレンジしたいと思ったから 
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 ◇学んだこと◇ ～子どもの対応について～ ・優しく接する事だけが子どもたちとの上手なコミュニケーションにつながるわけでは ないということ 
 ・子どもの視点で考える大切さ  →子ども目線になることで、大人にはできないことや子どもならではの危険を見つけることができる 
 ・子どもはひとりひとり違うのでみんな同じ接し方をするだけではだめだということ 
 ・いつも近くで指示したりお世話したりするだけでなく、一歩離れたところから見守ることも、子どもたちの成長のためには大切だということ 
 ・子どものモチベーションを高めることは難しいということ   →そのために、子どもの目線になって子どもの気持ちをくみ取ることが大切である 
 ～子どもの理解について～ ・集団行動を通じて、子どもたちは自主的に行動するようになるということ  →そして、それらは繰り返し行うとより効果的であるということ 
 ・共通の目標を持つと子どもは一つになってがんばるということ  →くじけそうになっても、「みんなでがんばる」という気持ちが、子どもを最後まであきらめさせない 
 ・子どもたちが話しかけてきてくれるのは、問いかけに対する私たちの返答に求めているものがあるということ →子どもたちが求める返答や行動を瞬時に判断し、それに対応する力を養わなければならない 
 ～ボランティアとして～ ・子どもたちをまとめるのは一人では難しいということ  →ボランティア同士の協力、信頼関係が大切 
 ・子どもの良いところを見つけ、その情報を共有することで、子どもにより親しみをもってみんなで接することができるということ 
 ・ボランティアの声かけ次第で子どもたちの行動をうまく誘導することができる 
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発達の気になる子どもの援助コース－小学部－ ＜メンバー＞ 
11320015  大坪千恵（発達福祉コース） 
11320020  河村若奈（学校教育コース） 
11320038  関口拓真（学校教育コース） 
11320041  竹内遥（発達福祉コース） 
11320042  龍湖まどか（学校教育コース） 
11320060  樋口葵（発達福祉コース） 
11320079  三井聡（発達福祉コース） 
 ＜活動内容＞ 
4月 お花見 
5月 オリエンテーリングゲーム 
6月 クッキング（カレー） 
7月 合同キャンプ 
8月 小学部キャンプ 
9月 合同バーベキュー 
10月 遠足（ワンダーラボ） 
11月 クリスマス会準備 
12月 クリスマス会 
1月 クッキング（ピザ） 
2月 雪遊び 
3月 アルバム作り ＜子どもたちの様子＞ ・言葉だけではイメージがもちにくい ・集中力が長くもたず、今誰が話をしているのかわからない ・好きなものが偏っているのでそれに対する執着心が強い。 ・見通しが持てないと不安になる。 ・人の輪になかなか入れない。 ・落ち着きがない。 ・人の気持ちを想像することが苦手である。 
 ＜このコースを選んだ理由＞ ・教員になったときにゆうの会での経験が活かされると思ったのと、発達障害をもつ子どもたちのために何かしてあげたいと思ったから。 ・子どもの障がいや発達、及びその支援の仕方についてとても興味があったから。このコースを選んだ当時はまだ大学に入学したばかりで、子どもの障がいや発達についてまだ何も勉強していなかったし、どうしたら学ぶことができるのかよく分からなかった。したがって、このコースの活動に参加すれば、障がいのある子どもや発達の気になる子どもと実際にふれあいながら、障がいや発達についてより詳しく知ったり、支援の仕方を身につけ
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たりすることができるのではないかと考えた。 ・発達障害について何も知らなかったので、このコースで発達の気になる子との関わり方を学ぶと同時に自分の視野を広げたいと思った。教員を目指してはいないが将来、この経験が役に立つのではないかと思った。 ・普通学級の中にも発達の気になる子どもが何人かいることを知り、そのような子ども達とふれあうことができるこのコースでいろんなことが学べると思ったから。 ・私がこの富山大学に入学したのは、発達障碍というものを学ぶためです。そして、将来的には発達障碍の早期発見・支援から死ぬまでの生涯に渡る支援を学び、発達障碍のある人がどのようにすれば自分の個性を活かして、楽しく生活できるのかを学んで行きたいと思っています。その一方法として、ゆうの会に所属する、多動であったり、衝動性があったりと無知な一般人が見ると少し気になるなと思うような子供達と触れ合い、経験を積むためにこのコースを選択しました。 ・通常学級にも障害のある子どもが在籍しているということを知ったから。このコースでは、実際に様々な発達の気になる子どもと関わることができる。将来、学校現場に出たときに、このコースで活動して得られた経験は、とても大きいと感じた。また、発達障害と聞いたことはあるけれど、あまり知らなかった。教師として発達障害について理解を深めていくことは、現場に出てからは忙しくてなかなかできないかもしれない。このコースで、子どもたちと関わりあいながら、発達障害について勉強していけたらと考えた。 ・同じ学年でも生まれた月によって発達の程度が異なるという特徴をもつ幼児と関わる仕事に就きたかったことや、幼稚園や保育所には発達の気になる子どもも、ほかの子どもたちと同じように生活しているということを踏まえて、このコースでなら将来仕事をしていく上で必要になる知識や技術を身につけることができるのではないかと思ったから。 
 ＜感想＞ ・初めは子どもたちの行動にどう反応すればいいのか戸惑うしかなく、先輩方に頼りっきりだった。しかし、子どもたちのことを知っていくうちに対応の仕方が分かってきて、ちょっとずつ対応を自分で考えることが出来るようになってきた。辛いときもあったけれど、子どもたちの笑顔をみると頑張ることが出来た。 ・「発達の気になる子どもの援助コース」の小学部は、事前の準備もとても大変だし、子どもの適切な支援もとても難しいけれど、実際に障がいのある子どもや発達の気になる子どもとふれあい、一緒に活動したり、支援をしたりしている時はとても楽しいし、自分の行った支援や説明で子どもがより楽しく活動に参加することができ、満足した様子で家に帰っていくのを見た時は、毎回とても嬉しく、大きな達成感や充実感を味わうことができるし、次回も子どものためにまた頑張ろうと思える。また、毎回の活動ごとに、自分もだんだん子どもたちの性格や関わり方が分かるようになり、前回の活動より適切な支援ができるようになってきているように感じている。毎回活動の反省を生かして、さらに適切な子どもの支援や楽しい活動ができるように、これからも学生みんなで協力して、子どもたちを楽しませるために頑張って活動や支援を続けていきたいと思う。 ・活動を通して、発達の気になる子に対する支援の難しさを感じたり、自分の至らなさを悔しく感じたりした。しかし、子どもたちと一緒に楽しく活動し、子どもたちが楽しむ姿も見るこ
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とができうれしかった。また発達の気になる子にもわかりやすい説明の仕方など、さまざまな工夫を学ぶことができ、とても貴重な経験になったと思う。 ・ゆうの会を通して、発達の気になる子ども達が、私たちのどのような工夫によって楽しく活動出来るか、どんな点に気をつけて活動に取り組むべきかを学ぶことが出来た。また、子どもの支援では、いろんな視点から一つの活動のメリット、デメリットを考えなければならないという点で、自分の視野を広げなければならないと感じた。 ・ゆうの会のようなどんな症状の人でも認めて、成功体験が積める場所は大切です。だから、このゆうの会で子供達の気持ちをしっかりと受け止め、そしてできれば、メンバーがたくさんいるので、人との関わり方のどの社交性を身につける機会をもっと増やしたいです。人が一人で生きていくのは困難です。けれども、色んな人に助けてもらい、そして自分も誰かの助けになって生きていけばきっと一人で生きていくよりも辛くは無いと思います。そして、助けてくれる人が多ければ多いほど自分の可能性というものは広がっていくと思います。だからこそ、様々な人に助けられ、そして助けていくといったことをゆうの会で子供達に学んでもらい、子供達が将来出会うであろう困難に立ち向かうことができるスキルを身につけさせてあげられたら私は嬉しいです。 ・私がこの活動を通して学んだことは、3 つあります。1 つ目は、発達の気になる子どもたちは、ちょっとした支援や環境を考えてあげることで、他の子どもたちと変わらないということです。発達の気になる子どもたちは他の子どもたちと同じ環境では苦しいと感じてしまい、それが人間関係を悪くしていることがあります。ちょっとした支援や環境設定を考えて、子どもたちのことを理解するようにすると、発達の気になる子どもたちと関わりやすくなります。2つ目は、保護者に対する理解と、保護者の思いです。保護者は子どもたちのことが大好きです。子どもたちの共同性や、自主性などを大切にしておられます。子どもたちも障害に苦しんでいますが、同じように保護者も苦しんでおられます。子どもたちのことだけを考えるのではなく、保護者の思いについて考えることも大事だと感じました。3 つ目は、子どもたちとの関わりを素直に楽しむということです。子どもたちだけでなく、学生も活動を楽しまなければ、活動がうまくいきません。準備や、子どもたちのことを考えるので頭がいっぱいになり、暗い顔をしていては、子どもたちも楽しくありません。このコースの活動では、発達障害のことについてだけでなく、企画や運営ということについても学ぶことができました。将来、普通学級に行っても、ここで学んだことは必ず役に立ちます。大変でしたが、とても貴重な経験でした。 ・私がゆうの会の活動で学んだことは、臨機応変に対応することの難しさです。私たち学生が慌ててもたもたすると活動の流れが悪くなり、もともと集中力が長く続かない子どもたちは活動に参加する意欲が薄くなってしまいます。よって活動の流れを読み、臨機応変な判断をしていくことが重要だということを学ぶことができました。 
― 36 ―
発達の気になる子どもの援助コース 
                            ゆうの会 中高部 
 
<メンバー> 
 
11320044 学校教育コース            東海義仁 
11320052 学校教育コース            中山朋音 
11320057 学校教育コース            野見友希 
11320059 学校教育コース            伴知美 
11320077 学校教育コース            水野優香 
11320265 人間情報コミュニケーションコース   廣田一平 
11320272 人間情報コミュニケーションコース   水上あかね 
 
<このコースを選んだ理由> 
 ・特別な支援が必要な子どもたちと交流することで、その子たちの気持ちや、その子たちしか感じない不便さを知りたいと思ったから。 ・教員を目指すうえで、発達障害をかかえた子どもたちに接する機会をもちたかったから。 ・年齢が近く、気持ちを理解しやすいと考えたから。 ・発達の気になる子どもの援助に興味があったから。 ・特別支援の免許を取ろうと思っていて、それに関して経験面での良い勉強になると思ったから。 ・学校ではクラスに必ず何人かは発達障害をもつ子がいるという現状を知り、早いうちからそのような子どもたちとふれあって、知識を深めたいと思ったから。 
 
<活動内容> 
 ４月 開校式、焼きそば作り、ゲーム １０月 芋掘り、芋煮汁作り ５月 芋の苗植え、旅行計画 １１月 クリスマス会準備 ６月 金沢旅行 １２月 合同クリスマス会 ７月 合同キャンプ １月 奉仕活動、おもち作り、ゲーム ぶどうの袋がけ、流しそうめん ２月 マナー講習会 ８月 ぶどう狩り ３月 閉校式、カラオケ ９月 合同バーベキュー 
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<メンバーとの交流で気をつけたこと>  ＊メンバーとは参加する中高生のことです 
 ・障害があるという点で特別扱いしないこと。 ・メンバー一人一人に合った支援を考えること。 ・メンバーのできること・できないことを理解し、何でも手助けせず、できることはメンバーにしてもらうこと。 ・質問されたことに対して、濁すことなく、できるだけはっきりと答えること。 ・メンバー自身に考えてもらいたいことを質問の形で促すこと。 ・次にやることは何なのかをしっかりメンバーに伝え、見通しをもたせてあげることで、今やるべきことに集中し、落ち着いて行動できるようにしてあげること。 ・相手は中学生・高校生であり、かまいすぎるとうっとうしく思われてしまうので、うまく距離をおいて接すること。 
 
<感想> 
 ・先生や先輩方からの指摘で気づくことが多く、まだまだ自分には学ぶべきことがたくさんあることに気づいた。また、この活動の場だけでなく、子どもたちが社会に出ても活動できるような支援の仕方を特に考えさせられた。 ・障害をもっていても、私たちと大きな差があるわけではなく、少し苦手なことがあるだけだということを実感した。活動していくなかで、子どもの行動を想定し、よりよい支援ができるよう、あらかじめいくつものプランを用意すべきだと分かった。 ・いろいろなことを考慮する必要があるため、メンバーにできるようになってほしいこと、挑戦してほしいことを計画することが難しい。 ・この活動に参加するまで、予定の見通しがもてないと不安になる子がいるとは知らなかったため、毎回勉強になることがたくさんある。メンバーのみんなは一人一人個性があって、はじめはなかなか話しかけてきてくれなかったけど、だんだんと自分から話しかけてきてくれるようになって嬉しい。 ・活動を考えて、自分たちで実行することがこれほど大変なことだとは思っていなかった。子どもたちが活動の際に困ることを予想して計画を立てる力が少しはついたと思う。 ・活動を繰り返すうちに子どもたちの特徴に徐々に気づき、どのような支援をすべきかわかってきた。支援といっても、ただ手助けをするわけではなく、自立に向けて自分でできるようなことはやらせてあげる必要があり、適当な距離を保って接することの難しさに気づいた。 ・このふれあい体験を通してでしかメンバーとは関わることができず、とても貴重な体験ができた。 
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 発達の気になる子どもの援助コース 青年部 
 ＜このコースを選んだ理由＞ ・最初のコース紹介の時に見せてもらった写真から楽しそうな雰囲気が伝わってきたからです。（中田） 
 ・他のコースと比較してメンバーの年齢層が高いので、他とは違った経験を得ることが出来るだろうと思ったからです。（藪内） 
 ＜メンバー＞ 
11320051 学校教育コース 中田至人 
11320279 環境社会デザインコース 藪内佳紀 
 ＜活動内容＞ 
4月 年間計画、夜桜花見会      10月 旅行打ち合わせ、すき焼きパーティー 
5月 お食事会、テーブルマナー    11月 日帰り旅行（手取フィッシュランド） 
6月 大人の工場見学         12月 合同クリスマス会 
7月 合同キャンプ              カラオケ＆忘年会    青年部キャンプ         1月ガラス工房体験    ビアガーデン          2月 ボウリング（予定） 
8月 フルーツ祭り           3月 モテ服講座＆ショッピング（予定） 
9月 映画鑑賞    合同バーベキュー 
 ＜感想＞ ・それぞれが自分の世界をもった方々でした。自分と趣味の合う人も多く、遠慮せずに友達のように接することができたと思います。また、年上ということもあり、失礼な態度をとらないようにするのも心掛けました。（中田） 
 ・みなさん非常に個性の強い方々でした。だから、最初は戸惑いましたが、徐々にメンバー一人一人との接し方を理解して仲良くなることが出来ました。今後、この経験を生かせる機会があった場合は頑張りたいです。（藪内） 
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学習支援 ～寺子屋～ 
 ≪メンバー≫ 
11320002 発達福祉コース 特別支援サブコース 油谷美咲 
11320008 教育心理コース           市堰菜緒 
11320046 学校教育コース           中井幸 
11320075 学校教育コース           真鍋允彰 
11320224 人間環境システム学科        寺西直樹 
 
 ≪このコースを選んだ理由≫ 【市堰菜緒】 教員志望ではないのになぜこのコースにしたのかというと、自分が中学生や高校生の時に、友人に勉強を教えることがよくあり、それが両者のためになっていると感じていたからです。というのも、相手は勉強が分かるようになるし、自分はその課題の理解を深められるばかりか、相手に感謝されることで幸福感や達成感を味わえていたからです。 同じように勉強に苦手さを抱える子どものサポートができる寺子屋は私にとって魅力に感じ、このコースを選択しました。 
 【油谷美咲】 私は教師になりたいと思っていたので「子どもに勉強を教える」という体験を早いうちにできる寺子屋は、とても魅力的でした。また私は、「発達の気になる子ども」と言われてもあまり実感がわきませんでした。将来教師になった時に必ず出会うであろう「発達の気になる子ども」と今からふれあい、子どもとのかかわり方や、一人一人にあった学習支援について学んでみたいと思ったことが、私が寺子屋コースを選んだ主な理由です。 
 【中井幸】 私が寺子屋を選んだ理由は、今まで学習障害について何も知らなかったので、学習障害をもつ子どもと関わることで学習障害とはどのようなものなのか、どのように支援していけば良いのか学びたいと思ったからである。また、活動内容が学習支援ということで、将来教師になったときに活かすことのできる支援方法や教え方が学べるのではないかと思ったからである。 
 【真鍋允彰】 私が寺子屋を選んだのは、小学校の教師になるために、子どもたちに勉強を教えるという経験をしたかったからだ。また、現在学習障害を持った子どもがクラスに必ずいると聞いたので、普通の子との違いや、どのような接し方をすればいいかを学びたかった。何より「勉強を教える」という形で子どもとふれあえることが出来るということに魅力を感じて寺子屋を希望した。 
 【寺西直樹】 私は元々子どもたちと何らかの形で関わりたいと考えていました。ふれあい体験を選ぶ際、寺子屋は学習に不安を抱える児童・生徒の学習支援をメインに行うという事を知りました。学習面での支援を通して子どもたちと接したいという思いがあり、また、同時に教員になると、分からない事を児童・生徒に教えなければならないので、教える立場としてのスキルや経験を積みたいと思いました。教える事は不安でしたが、教え方を学びたいと思い、寺子屋を選択しました。 
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≪活動内容≫ 
1． 目標 「できること やりたいことを のばす ふやす寺子屋」 つまずきのある勉強を通して、「できること」を増やすことで自信につながり、様々な自己実現につながってほしいという思いをあらわした目標。 
 
2． 活動  勉強が辛い、大変だと感じている子どもが自発的に活動に参加している。学生は担当を決めて一人の子につき、その子の個性・特徴に合った学習の提供を目指し支援を行っている。 
 対象      ：「学習の難しさ」のある子どもで、通常学校に通う、小学一年生から高等学校三年生。 活動場所    ：富山大学人間発達科学部講義室 活動時間・時期 ：月に二回、夕方に二時間程度が基本。夏休みにはお楽しみ会を開催。 
 
3． 活動の流れ 寺子屋を一回行うにあたって、事前準備と事後ミーティングを行い、支援の質を高めるよう努めている。 
 
 ① 寺子屋活動 （１）寺子屋で使用する教室の準備 ・子どもが見通しを持てるよう、黒板に活動予定を書く。 ・子どもが学習しやすいように机の配置を変える。寺子屋には保護者同士の情報交換の場としての価値もあるので、保護者同士の会話のスペースも設置する。 寺子屋シートや白い紙、わくわくタイムの招待状を用意しておく。 
 （２）寺子屋開始 ・寺子屋では、初めに「寺子屋シート」を子どもと学生が一緒に作成する。子どもが活動の見通しを持てるようにというだけではなく、子どもが自分で学習内容を決める自己決定の場として機能させること、目標の完成を目にできることで達成感を得られることなど多くの価値があると考えている。 ・子ども一人に学生が一人、または二人が担当になり学習を進める。 
 ▲具体的な事例 小学 6 年生の算数に苦手さを感じているＡちゃんは、小数や分数、おおよその面積といった具体的にイメージすることの難しい問題に特に苦手さを感じていた。例えば分数の問題では、実際に紙を丸く切り、三等分したうちの一つが三分の一、四等分したうちの一つが四分の一というふうに視覚的に分数を提示して取り組んだ。結果として、A ちゃんは自分で紙を切ったり、大きさが同じであることを確認したりすることで分数のイメージをつかみ、問題を解くことができた。 
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（３）わくわくタイム ・今年度から新たに追加された活動で、遊びと勉強をリンクしたもの。 ・学習内容の一部を題材にすることで、学習への興味を持たせる。 ・学習以外での子ども、学生の触れ合いの場。 ・わくわくタイムを行うに当たって注意したことがいくつかある。 題材を選ぶ際には、寺子屋の中心的な活動内容である学習支援に結びつくものにし、さらにあらゆる学年の子どもが安全に活動でき、楽しめるものにする。活動を行う際には取り扱う題材に子どもが集中できるよう、様々な工夫をする。例えば説明をわかりやすくするために、子どもが理解しやすい言葉を選び簡潔な文にする、子どもに見通しを持たせるために活動の流れを示す、理科実験の原理説明の際には可視化するなどである。 
 （４）休憩時間 ・わくわくタイムのあと 10分程度の休憩を挟んでいる。この時間に子ども同士の交流が生まれており、寺子屋の価値ある時間の一つとなっている。 
 （５）寺子屋終了 ・寺子屋の最初に記入した寺子屋シートに記した目標が達成できたのかを、子ども自身が評価する。このような一連の活動を通して、子どもが学習に限らず、自身のさまざまな活動・行動により良く取り組んでいけるよう目指す。 
 ② 事後ミーティング 寺子屋の翌日の昼休みなどに行われる。担当の子どもについて、その日どんな活動をしたか、どこで子どもの学習がうまくいき、またうまくいかなかったのか等を報告する。さらに、これらの報告をもとに学習がうまくいく、いかないことにはどのような背景があったのかを検討し、さらに次回からの支援方法を議論する。 
 
4． 活動の展開 お楽しみ会 寺子屋の目標は勉強ができるようになることのみではなく、その先の自己実現を見据えている。そのため、活動は学習のみではない。今年度は八月にお楽しみ会を企画した。子どもたちが楽しめるように、また、子どもひとりひとりの自己実現へと結びつく活動であることを目指した。 
 ≪感想≫ 【市堰菜緒】 実際の活動や先輩からのアドバイスによって多くのことを学べました。子どもの発達段階、個性・特性を考慮して支援を行わなければ、自分でどんなにわかりやすいと思っていようとも、子どもの理解には結びつけられません。また、子どもがどういう風に教えたら問題を解けるかだけではなく、どう接したら子どものやる気を引き出せるかといったところも考えるようになりました。自分の今までの、理解させればいいという考え方の浅さを知ったように思います。まずは勉強に入るときから、やる気を出させることがどれだけ重要かわかりました。ただ、しなければならない、では子どものやる気は持続しません。そればかりか、勉強嫌いを加速させてしまうことにもなりかねないと感じました。より、子どもの気持ちを考えなければ勉強を教えることも難しいのだと思いました。この活動で視野が広くなったように思っています。 
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【油谷美咲】 寺子屋コースで活動することを通して，私はたくさんのことを学びました。その中でも特に，障害の捉え方が私の中で大きく変わりました。確かに寺子屋に来る子どもは学習に苦手さを持っています。でもそれは，ほかの子より少し理解するはやさが遅い，教科書の教え方がわからないといった理由からきていることが多いと思いました。そのため，少しの工夫をすることで，苦手さが軽減されることが多くあるのです。どんな工夫によって，その子の感じる苦手さが小さくなるのかは，その子の考え方・理解の仕方を深く考える必要があるということも学びました。闇雲に工夫をするのではなく，子どもの得意なところを見つけて，より楽に苦手を克服できるように支援することが大切なのだと思いました。また，純粋に、子どもと関わることの楽しさ、問題が解けたときの達成感や子どもと共に喜ぶ経験もできました。私はこれがもっとも心に残る学びだったと思います。 
 【中井幸】 私は寺子屋の活動を通して、学習面での支援だけでなく、理科実験や遊びなどを行うわくわくタイムのときの支援についても学ぶことができた。わくわくタイムは一年生が主体となって内容を考え進行もしていたため、最初は先輩からのアドバイスも多く、うまく準備が進まなかったり本番がうまくできなかったりしたことも多かった。しかし毎回の事後ミーティングで反省点を挙げ、次への改善点として変えていくことで、少しずつではあるが着実に成長できたと思う。特にわくわくタイムの説明は、一文につき指示は一つにすることや子どもにもわかる言葉を使っているかということ、遠回しすぎる表現を使わないことなどを意識しながら一年生のみで考えられるようになり、成長を実感することができた。寺子屋の活動で学んだものはとても多く、また将来教師として授業をする際に役立つようなことも知ることができた。今回の経験をこれからに活かせるように、大切にしていきたいと思う。 
 【真鍋允明】 この一年、寺子屋では多くの悩みも経験した。というのも、勉強では教え方が上手くいかずに、悩んだ挙句、先輩方に頼って、その先輩方の教え方が上手くて劣等感を抱えて帰るというようなことが多かったと思う。寺子屋の中でも遊びを中心とした「わくわくタイム」では、説明の仕方、分かりやすさや、全体の進行のスムーズさなど、注意する点が多くあり、子どもたちに分かりやすいように説明を考えるのは、とても大変だった。   しかし悩みの中でたくさん考えたことで、多くのことを学ぶことが出来たと思う。勉強では、言葉だけでなく絵で表したりして分かりやすくするようにすることや、その問題で何をすればいいのか、私たちが分かりやすく子どもに伝えてあげたりしなければいけないということ。何より、子どもたちに勉強を教えるという経験が出来たことが一番大きかった。また、「わくわくタイム」でも、子どもたちの前に立って話す経験や、そのために、どう注意を向けるかや、子どもたちの立場を想像して、分かりやすい説明はもちろん、次の具体的な行動などを示してあげることなど、多くのことを学んだ。特に勉強に関してだけではなく、「わくわくタイム」でも先生になるためのスキル的な要素を学べることが一番大きかったことだと思う。 
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【寺西直樹】 寺子屋の活動に取り組んだ際、最初に悩んだのは教え方でした。知識はあっても、それをどうやって教えるのかが分からず、指導している途中で止まってしまう事もしばしばで、先輩方の力を借りてしまうという事もありました。回を重ねるにつれ、普段担当している児童・生徒の学習面での不安や教え方が少しずつ分かるようになりました。当初は中学生を担当していましたが、小学生の指導補助などを体験させていただく機会もあり、義務教育課程である小学校・中学校の児童・生徒に対する指導補助や指導の基本などを学ぶことが出来ました。また、学習面での支援だけではなく、「わくわくタイム」という子どもたちが実験・遊びなどで楽しみながら学ぶ時間では、少しばかり運営を手伝わせていただき、子どもたちとの接し方について学ぶことが出来ました。  寺子屋全体の活動を通して、様々な人達と関わる事や教える立場として様々な経験が出来、毎回が貴重な機会でした。 
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 遊び援助コース 
富山市東部児童館グループ  ○メンバー○   11320016  大西 晴佳  （学校教育コース） 11320055  西田 莉彩  （学校教育コース） 11320067  細野 眞珠  （発達福祉コース） 11320074   松本 誌穂  （教育心理コース） 11320219  北川 志穂  （地域スポーツコース）   ○活動内容○  キラキラサークルでは、毎月第三土曜日に富山市東部児童館にて主に小学生児童とふれあいました。大学生が遊びの企画や準備を行い、当日もメンバーで分担してイベントを進行します。一回の活動は２時間程度ですが、準備段階で時間をかけ、すべての子ども達が楽しめるように工夫しました。臨機応変な対応やグループ内でのチームワークが求められますが、その分教育現場で使える多くのテクニックを実践的に学ぶことができます。   ○年間スケジュール○  5 月 18 日    自己紹介、あんたがたどこさ、爆弾ゲーム、信号ゲーム 6 月 15 日    色おに、氷おに、しりとり、ハンカチ落とし 7 月 20 日    しっぽ取り、だるまさんが転んだ、伝言ゲーム 9 月 21 日    ジェスチャーゲーム、ドッジビー、グリコ 10 月 19 日   元気っ子まつり（輪投げ） 11 月 16 日   いす取りゲーム、なぞなぞ、陣取りゲーム 12 月 21 日    宝探し、なんでもバスケット、十字おに 1 月 18 日    上か下か真ん中かゲーム、かるた、ドッジビー   
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 ○コースを選んだ理由○  ･毎月子どもたちとふれあうことができるから。 ･自分達で遊びを考えるのが楽しそうだったから。 ･自分達で一から計画した遊びで子どもたちに喜んでほしかったから。 ･児童館という子どもにとって身近な場所でふれあうことができるから。 ･子どもたちがどのような遊びに興味があるのか知りたかったから。 ･子どもたちとの関わり方を身につけたかったから。   ○子どもたちの様子○ ･自己紹介を恥ずかしがる子もいるのでやる気にさせる必要がある。 ･景品（メダルや飴玉）をあげた時には男女や学年関係なく喜んでくれた。 ･子どもたちがとてもフレンドリーで、スキンシップをとると嬉しそうだった。 ･低学年になると、どうしてもルール説明を聞かずに走り回ってしまう子がいた。 ･高学年の男子は、あまり子どもだましの遊びだと参加してくれないことがある。全員が楽しめるような遊びを考えることが大切。 ･次の活動に必要な準備を手伝ってくれる子どもがいた。 ･輪投げを作った時に、年齢関係なく楽しそうに遊んでくれた。 ･鬼ごっこなど動く遊びでは、ぶつかって痛い思いをしてしまう子もいた。大学生が子どもたちの様子をよく見て安全面に十分に気をつけなければいけない。 ･罰ゲームをつくることによって一層盛り上がるが、恥ずかしがって罰ゲームをできない子もいたので注意が必要。 ･大学生 VS子どもというスタイルのゲームは子どもたちが喜んでくれた。 ･ドッチビーなど判定が必要となる遊びでは子どもだけでの判断はトラブルを生むので、大学生が公正なジャッジをしなければならない。 ･体を動かす遊びでは、子どもたちが積極的に活動に参加していたように思う。 ･いす取りゲームでは、子どもの体格差を考慮して、いすの高さも高すぎたり低すぎたりしないように気をつける必要があった。 ･休憩時間に、待ちきれず遊びたがる子どもも多かった。 ･子ども同士で協力しあう姿も見られた。     
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 ○活動を通しての感想･学んだこと○  【大西 晴佳】 小学一年生から六年生が遊びに来る児童館で万人受けする遊びを考えるのは難しく、準備段階で苦労することもあったが、子どもたちが楽しんでいる姿を見た時はやりがいを感じた。声かけの仕方や説明の順序立てなど講義で習ったはずのことがなかなかできず、実践に移すことがいかに難しいかということを痛感した。その分勉強になることも多く、子どもたちと遊びを楽しみながら、たくさんのスキルを身につけることができたと思う。 【西田 莉彩】 この活動を通して、どのようにすればスムーズに企画を進行できるのかを学ぶことができた。子どもたちは予期せぬ行動をすることがあるので最初は戸惑っていたが、活動後にする反省を次の回では生かし、ハプニングにも少しずつ対応できるようになった。臨機応変に対応する力を身につけることができた。 【細野 眞珠】 小学生と一口に言っても 1年生から 6年生まで年齢に差があるので、活動を考えるうえで全員が学年や男女関係なく楽しく遊べる遊びを考えるのが毎月難しかった。それでも、私たちが考えた遊びに対して「楽しかった！」という言葉を子どもたちから聞けるととても嬉しかった。何より、座学では学ぶことのできない子どもたちの素直な思いを聞けることができるので月を重ねるごとに遊びを進めていく中で起こる突然のアクシデントなどに対応する力が身についてきたと思う。 【松本 詩穂】 活動を通して子どもとの関わり方を学んだ。はじめはどのような遊びを好むかもわからなかったが、失敗と反省を繰り返しながら子どものことを少しずつ理解していくことができた。男女は年齢で異なる部分があり、一人一人の子どもに合わせた言動を学ぶことができた。 【北川 志穂】 最初は子どもたちを目の前にしたとき、どのように指示をしたらいいかわからず、あたふたしてしまうことが多かった。しかし、回を重ねる毎にどのようにしたら子どもたちの気を引くことができるか、どのような順序で説明したら子どもたちの頭に入っていくのかわかるようになった。また、自分たちで考えた遊びで子どもたちが喜んでくれる姿を見るととてもうれしかった。 
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遊び援助コース ～バンデットクラブ～ 
 ＊メンバー 
11320024 小久保 亮佑（学校教育コース） 
11320201  青山 英樹（人間情報コミュニケーションコース） 
11320033  佐々木 駿（学校教育コース） 
 ＊このコースを選んだ理由 ・遊びの中で、子どもとの関わり方を学び、今後に生かしたいと思ったから ・一年間を通して、子どもと共に自分も成長できると感じたから ・学校外での子どもの様子を見ることができ、良い経験になると思ったから 
 
 ＊活動内容  私たちは、毎週第四土曜日に太閤山ランド内の子どもみらい館で行われる「バンデットクラブ」というクラブの中で、子どもたちのグループのリーダーとして活動に参加しました。このバンデットクラブは、小学４年生から６年生を対象にしたクラブで、四季を感じられる活動や、普段使わない道具を使った遊びなどをします。活動を通して子どもたちと関わり方を学びました。 ５月 自己紹介、野外ゲーム ６月 館内スタンプラリー ７月 シャボン玉作り、水遊び ８月 夏キャンプ ９月 太閤山ランド内ウォークラリー １０月 未来のロボット作り １１月 野外炊飯 １２月 クイズゲーム  １月 カプラ（積み木）遊び ２月 未定 ３月 春キャンプ 
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＊活動を通して学んだこと 
 バンデットクラブを通して、子どもたちと接する上で子どもたちをまとめ、指示を出すことの大変さを感じた。大人数の中でまとめるためには、声のかけ方を考えなければならない。子どもたちはそれぞれ違った行動をするのでそこを配慮し、子どもたちのリーダーとして私たちがしっかり周りの様子に気を配らなければならない。活動を通して学んだことを今後の活動に生かしていきたい。            （小久保亮佑） 
 
 
 
 
 
 
 この活動が始まった当初は、子どもたちと打ち解け合うことができなかった。リーダーとして見守ると同時に、子どもたちと一緒にはしゃぐことによって子どもたちが打ち解けてくれるようになった。一緒になってはしゃぐことにより、同じ視点にたつことができ、ともに笑い合い感動することができた。子どもたちの笑顔から元気をもらうことができ、多くのことを学ぶことができた。              （青山英樹） 
 
 
 
 
 
 
 活動をしていく中で、子どもたちが一人ではできないことがよくあった。そのような時、どこまで手を貸して良いのか考えてしまうことがあった。やり過ぎては子どもたちが体験したとは言えなくなるし、かといって見ているだけにはいかない。リーダーである私たちが子どもたちの様子を見ながら配慮していくことが大切であると考えさせられ、良い経験となった。                         （佐々木駿） 
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遊び援助コース 
こどもみらい館 キッズクラブ 
メンバー 
11320009 稲垣 亜衣（教育心理コース） 11320035 佐藤 遥海（発達福祉コース） 11320240 武内 万由子（人間情報コミュニケーションコース） 11320282 山根 優香（人間情報コミュニケーションコース）  
活動内容 
キッズクラブは、小学 1～3年生までの子どもを対象とし、毎月第一土曜日に太閤山ランドのこどもみらい館で活動しています。子どもと一緒に活動する時間は 10 時から 14 時までの 4時間で、年 11回活動しています。活動は、主に班ごとに行います。活動内容は、こどもみらい館の担当職員の方が遊びの計画を立ててくださり、私たちは班のリーダーとなって班をまとめるなどの補助を行います。また、活動前には、会場設営などの準備を、活動後には片付け・反省会を行います。最終日の 3 月の活動は、私たちが企画・運営を行います。活動を通して、子どもとの接し方や子どもの遊びについて学ぶことができます。  
年間スケジュール 
5 月 11 日 カプラで遊ぼう 6 月 8日 お散歩しよう 7 月 6日 家をつくろう 8 月 3日 小川で遊ぼう 9 月 7日 ダンボール人形を作ろう 10 月 5 日 虫とりをしよう 11 月 9 日 たき火をしよう 12 月 7 日 自分のかたち 1 月 11 日 もちつきをしよう 2 月 1日 雪遊びをしよう 3 月 1日 未定  
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コースを選んだ理由 
・月に一回活動があるので定期的に子どもたちと接することができるから。 ・子どもたちとの接し方を学びたかったから。 ・幼稚園教諭を目指しているので、できるだけ小さな子どもと活動したいと思ったから。 ・同じ子どもたちと 1 年間活動があるので、子供たちの成長を感じることができ、その過程で自分もいろいろ学べると思ったから。 ・小さい子が好きだから。 ・先輩の話を聞いていて、楽しそうだと思ったから。  
子どもたちの様子 
・学校、学年、性別に関係なく仲良く協力する姿が見られた。 ・班ごとの団結が活動を通して強くなっていった。 ・天候にかかわらず、活動に元気に取り組んでいた。 ・活動を通して、子どもたち自身も仲間との関わり方を学んでいた。 ・いろいろなものから遊びを見出していた。 ・個人で作品を作るときに、想像力を生かしてそれぞれ思い思いのものを作っていた。 ・時間を守ったり、順序を守ったりと社会のルールも身についていった。  
活動を通して学んだこと・感想 
・最初は子どもたちとの付き合い方がわからず、うまくコミュニケーションが取れなかったが、回数を重ねるごとに子ども一人一人の性格もわかったうえで接することができるようになった。 ・子どもは、一人一人興味の持てる活動、楽しめる活動が違うから、それぞれの子どもをよく見て、どういった関わりをするべきか考えることが必要だとわかった。 ・子どもたちと一緒に遊ぶだけでなく、行動などを見てダメなことには注意をするというメリハリが必要だと思った。 ・自分から積極的に子どもたちに話しかけることで子どもたちとの仲が段々と深まっていった。 ・悪いことをしていたときなど、時には厳しく叱ることも大事だということがわかった。  
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遊びの援助コース ランチョンクラブ 
 
○メンバー   11320068 本田 千尋 （学校教育コース） 
11320081 宮田 愛華 （発達福祉コース） 
11320260 橋場 千佳 （環境社会デザインコース）   11320278 安田 杏奈 （環境社会デザインコース）   11320285 横野 彩  （人間情報コミュニケーションコース） 
 
 ○活動内容 毎月第３土曜日に太閤山ランド内のこどもみらいかんで小学生の子ども達と一緒に料理をしながら食べ物のルーツを知っていくことを大切に活動をしています。各班大学生 2 人小学生 4 人ほどの 3つの班にわかれ 10：00～14：00の間に料理をして写真いっぱいの今日の活動アルバムを描きます。子ども達との活動の前後は大人達で今回の活動内容注意点・反省点などを話し合います。 
 
 ○年間スケジュール 
5月 世界の料理を和食から   （ちらしずし 肉じゃが 浅漬け お吸い物）  
6月 スペイン料理 3種    （パエリア トルティージャ ガスパチョ）  
7月 ジャガイモたっぷりドイツ料理    （ハンバーグ ジャーマンポテト 長ネギのスープ） 
8月 夏は情熱のメキシコ料理    （トルティーヤ チリコンカン アボカドのサラダ ライムスープ） 
9月 ヘルシー食材でベトナム料理    （生春巻き バインセオ 鶏肉のフォー かき氷） 
10月 中華 3種    （中華まん 焼き餃子 中華スープ） 
11月 イタリアーンな１日    （ピザ ミネストローネ マチュドニア） 
12月 冬にあったかドイツ料理    （ボルシチ オリヴェサラダ） 
1月 おせち 
2月・3月 未定 
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○このコースを選んだ理由 
 ・料理に興味があり、子ども達と一緒に楽しんで料理をしてみたかった。また、私が小学生の頃は、このようなクラブが身近になかったのでどのような活動を行っているのか興味を持ったから。 
 ・子どもとの関わり方など料理に通して学びたいと思ったから。また、子ども達と一緒に料理をするのは楽しそうだと思ったから。 
 ・調理をすることを通して子どもと関わりたいと思ったから。 
 ・元々料理をするのは好きでこの活動について知ったとき好きなことを生かせる活動だと思ったから。また子ども達と実際に一緒に料理をする時に何に気を付ければいいのか学べると思ったから。 
 ・子どもは 1 年間の活動を通して子どもがどう成長していくのかをどう成長していくのかを見たかったから。 
 
 
 ○学んだこと・感想 
 ・私たちから役割を決めたり、手順を指示するよりも、子ども達がやりたいと思ったことに取り組ませたほうが集中力を持続させられるということがわかった。子ども達の自主性を尊重すると、やる気へと繋げることが出来るということを回を重ねるうちに学ぶことができ、1 年を通してじっくり活動することで見えるものがあるのだなと思った。 
 ・最初は細かくやることを指示して進めていたが、だんだん積極的に動いてくれるようになった。何でも自分たちがやってしまうのではなく、子ども達に挑戦させてあげることが大切だと思った。子ども達の成長を近くで見ることができてよかった。 
 ・子どもの興味のあることを聞きやってもらうのが良い。 
 ・最初はどのように作業を割り振ったり、手伝ったりすればいいのかわからずとまどった。子ども達と会話を重ねていくうちに一人一人に好みの作業があり、好みに合わせると作業が進みやすいことがわかった。 
 ・子ども達と本気で話したり関わったりしていくと、子ども達は信頼してくれるようになり、大学生と子どもも子ども同士の関係もどちらもよくなっていくこと。 
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ふれあい体験 不登校の子どもの援助コース 
 ☆メンバー ・発達教育 
11320004 石川真子  11320011 今井真子  11320019 上沼あずさ 
11320028 斉藤博成  11320048 仲亀未季  11320050 中島詩絵里 
11320053 夏目あかり 11320062 平野光輔  11320063 藤井佑衣 
11320066 古川みらい 11320072 松田栞里  11320074 松本詩穂 
11320080 宮下真美子 11320082 山道貴代 
 ・環境システム 
11320221 小島千鶴  11320223 小林海桜  11320234 高木佐和子 
11320275 宮田恵美  11320277 村本梨恵  11320288 吉村知穂 
 ◆グループカウンセリング◆ 《活動日》 毎月第３水曜日 13:00~15:30 《活動場所》 富山総合教育センター 《月ごとの担当》 5~8月 夏目・仲亀・中島・小島・小林・石川          9~12月 山道・宮田・藤井・宮下・古川・吉村・松田          1~3月 高木・上沼・平野・斉藤・今井・村本 《活動内容》   13:00~ 大学生集合       事前打ち合わせ       （子どもたちが来る）   13:30~ 子どもたちとの自由時間       センターにあるおもちゃやゲームを使って一緒に遊ぶ       例）バドミントン、卓球、オセロ、人生ゲーム   14:20~ 全体活動       子どもたち・大学生・センターの先生全員でゲームをする       例）新聞紙タワー、文字さがし、フープ上げ   14:50~ ふりかえり       全員で今日の活動の感想を述べる       （子どもたちが帰る）   15:00~ 反省会 
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      用紙に今日の活動の感想を記入し、発表する       センターの先生との質疑応答   15:30~ 終了 
 《感想》 ・手づくり工房など、別のふれあい体験に参加してくれた子どもがグループカウンセリングにも参加してくれて、顔なじみだったけど緊張して不安でいっぱいだった。でも、大学生の緊張が伝わってしまってはいけないので、積極的に子どもと関わっていった。 ・遊びを通して楽しい時間を共有することで仲も深まり、不登校である子どもたちに心地よい人間関係を感じてもらえる。 ・センターの先生の中にはカウンセラーの方や現役の教員の方もいて、さまざまな経験を聞くことができ、子どもとの接し方を学ぶことができた。さらに、他の学生の意見を聞いて、多様な考え方にふれ、良い体験になった。 
 ◆動物ふれあい体験◆ 《活動日》平成 25年 5月 29 日（水）  午前 9時 30 分～午後 2 時 30 分 《活動場所》富山市ファミリーパーク 《活動内容》  9：00  大学生集合 打ち合わせ  9：15  子ども受付  9：30  はじめの会      ・教育相談部長さんのごあいさつ ・出会いのゲーム      ・グループで自己紹介      ・日程説明 10：00  動物触れ合い体験①      ・乗馬体験  ・ブラッシング      ・ひき馬体験 ・餌やり 11：30  昼食・自由時間 13：00  動物ふれあい体験② 小動物との触れ合い 14：00  終わりの会      ・教育相談部長さんのごあいさつ      ・アンケート 14：30  解散 《子どもたちの様子》 ・最初子どもたちはとても不安そうな表情を浮かべていたが、お昼休みの自由時間のときにはすっかり学生ボランティアと打ち解けていたようで、元気に動く姿が見られた。 ・動物と触れ合っている時は特に、笑顔が多く見られた。愛おしそうに動物をなでたり、
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えさをあげたりしていた。 《感想》 ・乗馬や馬への餌やりなど、普段体験できないようなことができ、子どもたちも新鮮だったのではないかと思う。また、可愛い動物たちと触れ合うことにより、普段の日常から離れることができ子どもたちの心も癒されたと思う。 ・今回の活動時間は 5 時間ほどであったが、学生ボランティアと少しずつ打ち解けた様子が見られた。しかし中には、最後まで心を閉ざしているような子もいたのも事実である。やはり、1 回の関わりで心を開くことは難しく、継続して関わっていくことが大切なのだと思った。 
 ◆家族キャンプ◆ 《活動日》7月 27日(土)～28日(日) 《活動場所》国立立山青少年自然の家 《活動内容》 １日目 出会いの集い→ふれあいゲーム     ブルーシートを使い雨の中を歩く→自由遊び     野外炊事(カレーライス作り)     キャンプファイヤー(キャンドルサービス)→ナイトハイク ２日目 水鉄砲づくり→遊び     別れの集い 《子どもたちの様子》  最初は帰りたいと言ったり、周りの誰とも話さない子どもばかりであった。しかし２日目の水鉄砲を使いみんなで遊ぶときには、グループも関係なく笑顔で遊んでいる姿がよく見られ、子どもたちの姿が大きく変化していた。 《感想》 ～出会いの集い～ ・緊張している子どもが多い中で、お互いの体に触れたり、協力して一つのことを成し遂げるゲームをすることにより、緊張が和らいでいた。 ・グループのメンバーの名前を知ることができる機会だった。 ～沢歩き(雨天のため中止)～ ・沢歩きは雷雨のため行えなかったが、宿舎から野外炊飯棟まで、傘を使わずにブルーシートで班ごと移動した。傘を使用していたらばらばらの移動となっていたが、グループでまとまって移動できた。 ・野外炊飯までの自由時間には、子どもたち同士で遊んでいる様子が見られた。大学生もその橋渡しができていたと思う。 ～野外炊事～ 
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・保護者の力を借りず、自分たちだけで制作したので、子どもたちの協力が見られた。 ・火おこしや野菜を切る作業を、こどもの口から「やりたい！」と出て積極的にカレー作りを行えていた。 ・最終的においしいカレーができて良かった。 ～キャンプファイヤー＆ナイトハイク～ ・風が強い中で行われたため、キャンドルサービスで火がうまくつかない場面があったが、子ども同士で火を分け合っていたのが良かった。 ・ナイトハイクは真っ暗の中の移動で、怖がっている子もいたが、みんなで声がけをしてきれいな夜景を見ることができた。 ・怪我なく終えることができて良かった。 ～水鉄砲づくり～ ・苦戦している子もいたが、保護者の方やセンターの方の協力で全員作品が完成して遊ぶ時間もとることができた。 ・初日には緊張して顔がこわばっていた子どもたちから、これ以上ないくらいの笑顔が見られて良かった。水の掛け合いは、グループ等関係なくみんなで行って楽しめた。 ・「楽しかった！」の声と笑顔であふれていた。 ・保護者の方、センターの方、子どもたち、大学生が一緒になって遊び、全身を使って楽しい時間を過ごせた。 ～別れの集い～ ・別れの集いまで時間があるとき、ハンカチ落としをしたりして遊んでいた。 ・お別れはとても寂しかったけど、ここで出会えたこと、忘れないでほしいと願った。 《この活動を通じて》  最初は私たち大学生も含めて、とても緊張していて壁があったように思ったけれど、様々な活動を終えた後にはみんなとても仲良くなっていて嬉しかった。ファミリーパークから連続できてくれた子も数名いたが、ファミリーパークの時とは別人のように明るくなっていて、それも嬉しかった。  わずか二日間のキャンプであったが、その中で子どもの変化がたくさん見られた。他人に自分から話しかけたり、活動を「やりたい！」と言って自分から動いていたり。「楽しかった」「参加して良かった」最後にそのような言葉がたくさん聞けて、本当に良い活動だったと思う。私たち大学生も参加させていただけて、本当に良かったし幸せなことだった。 
 ◆手作り工房◆ 《活動日》 平成 25 年 9月 27日 《活動場所》 北代縄文館 《活動時間》 8:35～14:30 《活動内容》 
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  8:30 北代縄文館集合・スタッフミーティング   9:15 受付   9:30 はじめの会・出会いのゲーム   10:20 遺跡見学   10:50 縄文グッズ作り   11:30 昼食・自由遊び   12:30 縄文土器作り・紙芝居   14:00 終わりの会   14:30 解散  《子どもたちの様子》  以前の活動に参加したことがある子どもが多く、初めて参加する子どもがなかなか馴染めないかと思ったが、自由遊びなどを通してだんだん仲良くなっていった。縄文土器作りは、それぞれ工夫を凝らして楽しそうに真剣になって取り組んでいた。 《感想》  最初は静かな子もいたが、遺跡見学の間に話したり、自由遊びでみんなで野球のようなことをしたりしているうちに、にこやかに話ができるようになっていた。縄文土器を作るときは、みんな真剣になって自分の作品に取り組んでいた。工夫したところなどを得意げに教えてくれたり、学生の作品にアドバイスをしてくれたり、コミュニケーションもたくさん取ることができた。  ◆おもしろ科学実験◆ 《活動日》平成 25年 12 月 10日（火） 《活動場所》富山県総合教育センター 《活動内容》 8:15～ 学生集合・点呼、役割分担等の確認 8:30～ スタッフ打ち合わせ、受付・会場準備 9:15～ 参加者来所→受付・名札の作成 9:30～ はじめの会     ①部長あいさつ ②ふれあいゲーム 9:45～ 各研究室へ移動 9:55～ <実験１>     「葉脈標本を作ろう」「万華鏡を作ろう」「不思議な砂鉄」「ホバークラフトを作ろう」の４つの実験から２つを選び、前半、後半に分かれて実験を行う。 10:45～ 休憩 10:55～ <実験２> 
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11:45～ 最初の教室へ移動 11:50～ おわりの会      ①活動の振り返り ②部長あいさつ ③アンケート記入 12:00～ 解散、会場片付け 《子どもたちの様子》 ・初めて使う道具などを見て、これからの実験にわくわくしている様子だった。 ・慣れない作業も出来るまで懸命に努力して取り組んでいた。 ・上手にできた作品を褒めると、とても嬉しそうに笑った。 《活動に参加しての感想》 ・積極的に活動に参加しようとする子どももいる一方、初めて会う人たちや慣れない状況に戸惑い、少し緊張している子どももいた。しかし活動の中で、うまく作業できたときは「上手だね！」と声をかけたり、出来た作品で一緒に遊んだりするうちに笑顔で話してくれるようになった。 ・出来ない事をすぐに諦めるのでなく、どうしたら出来るかを一生懸命考えていた。うまくできるようにアドバイスすると、真剣に聞いて作業にあたった。作品が出来上がると、子どもと一緒になって大喜びした。 ・作った作品を初めて会った子どもたち同士で遊んだり、競ったりしていて、活動を通して新しい友達が出来た子どもも多かった。その姿を見て、私達も嬉しかった。 
 ☆まとめ ～活動を振り返って～  今回の活動を通して、メンバー各々がたくさんのことを知り、学ぶことができたと思います。最初のうちは子どもへの接し方や言葉掛けに戸惑い、時には自分には不向きなのではないかと悩んだ時もありました。それでも、安田先生をはじめ総合教育センターの先生方の助言を得て、少しずつではありますが子どもへの接し方にも慣れて、言葉掛けをしていく上でのコツをつかむことができるようになったと思います。活動に来た時には一言も話さずにお母さんの後ろに隠れていた子どもが、最後には笑いながら楽しそうに帰っていった姿を見て、何か心に大きなやりがいのようなものを感じました。この気持ちを忘れずに、今後も積極的にこのような活動に参加してたくさんの人と関わっていこうと思います。 最後になりましたが、わたしたち学生にたくさんの助言をしてくださった総合教育センターの先生方、そしてこの活動を取り仕切ってくださった石津先生・下田先生、一年間本当にありがとうございました。 
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 ものづくりワークショップコース 
 ★コースを選択した理由 ・大きな行事を人と協力してやってみたかったから。 ・新しいことをしてみたかったから。 ・楽しそうだしやりがいがありそうだと思ったから ・先輩に楽しいと聞いたから。 ・子供と一緒に一つのものを作ることが魅力的だと思ったから。 ・コースの説明をうけたとき、一番やりがいがあると感じたから。 ・子供が楽しむために工夫を凝らすということを経験したかったから。 ・たくさんの子供や大学生と関われることに魅力を感じたから。 
 
      スマイルフェスティバル 巨大迷路～わくわくウエスタン！君はまだ見ぬ世界の探検者～ 
11320049 中川唯子 
11320246 富崎健太 
11320252 中野晶之 
 準備 段ボール集め、作画、着色、配置物作成 
 当日 迷路組立、修復 
 感想  迷路はほかのブースに比べて大きな段ボールをたくさん使う大掛かりな仕事が多かったため準備が大変だった。前日準備は深夜までかかり睡眠があまり取れないまま本番の二日間を迎えました。しかし、本番ではたくさんの子供たちが迷路を楽しんでくれて、2回 3回と来てくれる子供たちもいて本当にうれしかったです。子供たちの笑顔からたくさんのパワーをもらえた 2日間でした。(中川)  子供たちの視点に立って計画を立てたことで、子供たちが思い切り楽しめるような内容に仕上がったと思う。様々な困難にぶつかったが、子供たちの喜ぶ顔を見ることができ今
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までの苦労がすべて吹き飛んだ。たくさんの人の力で巨大なものを完成させるということがいかに難しいことなのか、またいかにやりがいがあることなのかを知ることができた。大変貴重な経験ができたし、ぜひ来年も参加したい。(富崎) 
  夏休み前から準備を始めたが、当日に近づくにつれて、巨大迷路の忙しさを強く感じるようになった。皆が必死に作り上げた小道具・大道具には物凄く愛着がわいたのを覚えている。  当日は子供たちの喜ぶ顔をたくさん見ることができ、幸せになったし達成感を感じた。(中野) 
 おかし 
11320005 石間佳奈 
11320247 内藤ほなみ 
11320267 福澤瑠璃 
 準備 買い出し、オブジェ制作、看板製作、会場装飾、販売・キット準備 
 当日 綿菓子販売、キット作成 
 感想  はじめは何をすればいいか分からなかったが、日がたつにつれて自分の意見を言えるようになり、周りの人と協力してスマフェスを作り上げることができた。当日子供たちが話しかけてくれたり、目を輝かせたりしているのを見て感動した。多くの人たちと協力し一つの事をやり遂げることができて大きな達成感が得られた。(石間) 
  たくさんの子供たちの笑顔や元気な姿を見ることができ、準備期間の疲れが吹き飛ぶ 2日間だった。大変だった分得られるものが多いため、参加してよかったと感じた。来年度も参加して、よりよいスマイルフェスティバルにしていきたい。(内藤)  私はお城の制作と綿菓子の販売を担当した。半年前から会議や買い出しの活動が始まったが、最初は当日の事が想像できず、戸惑いながらの活動だった。秋からは本格的な活動が始まりほぼ毎日夜遅くまで活動したこともあり、細部にまでこだわった華やかなお城になったと思う。綿菓子は子供が味付けをできるように工夫したので喜んでもらえたと思う。
(福澤) 
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キッズラボ～わくワーク☆キッズタウンお仕事体験広場～ 
11320057 野村早希 
11320235 高嶋理乃 
 準備 キット作製、装飾作製 
 当日 受付、子供のサポート 
 感想  私は将来小学校の教員になりたいと考えている。そのため、幼稚園児や小学生と今のうちから関わりたいと考えスマイルフェスティバルに参加した。準備は何を作るか考えるところから始まった。試行錯誤を繰り返しとても大変だったが、当日の子供たちの笑顔を見 て今までかんばってきてよかったと感じた。(野村)  スマイルフェスティバルがどのようなものか分からず、準備期間は不安もあったが、頼もしい先輩方と一緒にたくさんの子供たちと触れ合うことができた。自分たちの作ったもので子供たちが笑顔になる事がうれしかった。この経験を大切にこれからも子供たちと関わっていきたい。(高嶋) 
 スポーツバイキング 
11320218 川崎結実 
11320268 藤島知生 
11320270 前口恭子 
 準備 段ボール集め、制作 
 当日 誘導、ルール説明 
 感想  企画会議が毎週あったり、夏休みに活動があったりしたため大変だったが、当日は子供たちのとても楽しそうな顔を見ることができ、やりがいがあった。また今年のテーマ通り先輩方とのたくさんのつながりができてスマフェスに参加できて良かったと感じた。(川崎)  活動場所に行くと先輩たちは必ず先に作業をしており、明るく声をかけてくださった。
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そのおかげで先輩が多い中でも気まずさもなく居心地が良かった。とても大変だったが当日の子供たちや保護者の方たちの笑顔やありがとうという言葉は一生の思い出になると思う。非常にやりがいがあり楽しかったので、参加してよかった。(藤島)  スマフェスに参加して多くの人と関わることができよかったと思う。準備期間は違うブースの先輩とも交流を持つことができた。本番は一生懸命作ったアトラクションで楽しそうに遊ぶ子供たちやその親御さんたちの笑顔が見られたことがとてもうれしかったです。
(前口) 
 ちびっこチャレンジャー～隠された暗号を解読せよ～ 
11320217 加山心太 
11320233 大門賢弥 
11320243 恒川智哉 
 準備 段ボール集め、制作 
 当日 受付、誘導、ルール説明 
 感想 スマフェスを通して感じたのはとても大変だったということです。準備期間は地道な作業の連続だった。本番当日はたくさんの親子が来場し、その規模に驚かされました。たくさんの子供たちと触れ合うことができ、この一年で少し成長できたのではないかと思います。(加山) スマフェスは地道な作業の繰り返しでその準備期間もとても長く、正直とても大変でした。しかし、これを通して先輩方と意気投合したし、何とも比べられないような感動を味わうことができました。このスマイルフェスティバルを通して少し自分が成長できたように思います。(大門) 準備期間は夏休みから始まって、毎日忙しかった。また、前日準備は夜遅くまでかかった。しかし先輩方が笑わせてくれ、とても楽しく過ごすことができ、全く苦ではなかった。本番は自分たちが作ったゲームで子供たちが楽しそうに遊んでくれて本当にうれしかった。準備期間も当日もすべてとても楽しかったし、いい経験になったと思う。(恒川) 
 サイエンスラボ 
11320065 金田ひな子 
11320206 石丸亜季 
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11320224 斉藤大地 
 準備 準備、実験試作、看板作製、装飾作製 
 当日 実験 
 感想  子供の喜ぶ姿を見るため 4月から入念に何度も会議を繰り返し、夏休みからは実際に材料づくりをしたりして、たった 2日間のためにこれだけの準備を要することに大変驚いた。正直大変だったが当日の子供たちの喜ぶ姿に、喜んでくれてよかったとこちらも笑顔になった。(金田)  最初のころはどこか人任せにしているところがあり積極的には活動していなかった。しかし、実験の安全性を徹底的に配慮し、失敗してもあきらめず挑戦し続ける先輩方の真剣なまなざしを見ているうちに自然と自分も体が動くようになった。大変なことも多かったが当日の子供たちの笑顔を見るとそんな辛さも吹き飛んだ。それくらいこのスマフェスはやりがいのある活動だった。(石丸)  スマフェスを通して感じたのは準備がとても大変だったということだ。何回も会議を重ね、地道な作業の連続だった。当日はたくさんの子供たちを見てその規模の大きさに驚いた。また子供たちの接し方はとても勉強になった。スマフェスでは多くの経験が得られたと思う。(斉藤) 
 おもちゃ～夢い～っぱいの☆遊べる！おもちゃ工場～ 
11320029 斉藤史奈 
11320043 段保乃加 
11320065 二塚優 
 準備 おもちゃ準備 
 当日 子供のサポート 
 感想  私はおもちゃ工房に参加した。当日どんなおもちゃを作るか、必要な材料は何かなどを 4
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月から話し合い、9月ごろから毎日準備をした。準備・計画期間は長く、夜遅くまで活動する日も多かったため大変だったけれど、当日子供たちが楽しそうにおもちゃで遊ぶ姿を見て今まで頑張って準備してきてよかったなと感じた。スマフェスを通して 1つのイベントを成功させることの大変さとやりがいを学んだ。(斉藤)  先輩の姿から学ぶことが多かった。企画に進め方、アイディアの出し方、子供たちとの接し方まで勉強になる事ばかりだった。長い時間をかけて考え、自分たちの作ったもので子供たちが笑顔になる瞬間は今までの苦労が吹き飛ぶものだった。もっとひろく他学部の学生にも広まり、本当に富大全体のイベントとなってもよいと思う。(段)  私はスマイルフェスティバルに参加して充実した時間を過ごすことができたと感じている。子供たちが楽しめるように考える必要があり大学生の目線ではなく子供たちの目線で考えなくてはならなかったため難しいこともあった。本番はたくさんの子供たちがおもちゃ工房を楽しんでくれた。おもちゃが完成した時には子供と一緒に喜んだ。そして 2人で笑顔になる事が出来て、本当にいい時間を過ごすことができたと思う。(二塚) 
 
      スマイルフェスティバル㏌近代美術館 キュビズムに挑戦！ピカソってかんたん？ 
11320043 段保乃加 
11320217 加山心太 
11320214 斉藤大地 
11320233 大門賢弥 
11320274 前口恭子 
 感想  スマフェス in近代美術館では頼りになった先輩方が居られなかったので不安なことだらけだったが、それぞれのブースで学んできたことを一年生だけでも発揮することができた。今年は例年より来場者数は少なかったようだが、それでも子供たちや保護者の方と触れ合うことができてよかった。子供たちの笑顔を見ると頑張ってきてよかったと感じた。(段)  今回は 1年生だけで活動した。そして活動が始まると今まで先輩方に支えられていたことを実感した。本番子供たちと触れ合うとやってよかった、楽しかったという気持ちになった。同時に子供たちをがっかりさせるようなものを作ることはできないと改めて感じた。これらで得た経験を活かせるように頑張りたい。(加山)  今回は 1年生だけの活動ということで正直分からないことだらけだった。そしてその中で何をすればいいのかを自分たちで考えていくのが大変だった。僕たちの班は集まりが悪く先生に何度も叱られたが責任感を改めて考えさせられ、本番を意識して活動できた。本番は子供たちと楽しい思い出を作ることができた。この体験を将来につなげていきたいと
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思う。(斉藤)  今回は最初の準備にとても手間取った。先輩方が居られるスマイルフェスティバルとは違い、自分たちが主導となるものだったので、企画を進めていくのが難しかった。2日目に参加できなかったことがとても残念だが、自分の企画を成功させることができてよかったと思う。(大門)  今回は一年生だけだったのでできるのか本当に不安だった。始まってからも思うように進まず苛々し、本番が来るのが怖かった。しかし、今までやってきたからには最後まで終わらせなければならないと思った。当日を迎え、子供たちの笑顔を見られたときは本当にうれしかった。(前口) 
 
This is あっ！ いす 
11320049 中川唯子 
11320057 野村早希 
11320218 川崎結実 
11320252 中野昌之 
11320268 藤島知生 
 感想  近代美術館でのスマイルフェスティバルは準備期間が短く、一年生だけで企画しなければならなかったため準備がとても大変だった。しかし、本番で子供たちが自分たちの用意したものを使って作品を作り上げている姿を見てとてもやりがいを感じた。子供たちからたくさんの笑顔をもらうことができて本当にうれしかった。(中川)  近代美術館の活動は秋に行われたスマフェスとは異なり、一年生が中心となって行う活動だった。そのため、準備は何をすればいいのか当日はどのような感じなのか分からず戸惑った。当日は子供たちが私たちの考えた作品を楽しそうに作ってくれた。今まで大変だったけれど頑張ってきてよかった。(野村)  一年生だけの企画だったために、初めは何をすればよいのかはっきりとわからないまま無駄な時間を過ごしてしまった。しかし、やることが分かってくるにつれ子供たちに楽しんでほしい、と思いながら準備ができた。本番は、子供たちが思いもいのいすを作り嬉しそうに持ち帰ってくれたのが凄くうれしかった。(中野)  この企画は椅子を作るということしか決められておらず、さらに秋のような先輩たちがいなかったため、何をするか企画するのが難しかった。しかしブースのみんなと協力して何とか間に合わせることができた。それを子供たちが一生懸命に取り組んでくれたのがうれしかった。(藤島) 
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ミロをよく見ろ ○○○を吸う男 
11320065 金田ひな子 
11320065 二塚優 
11320206 石丸亜季 
11320246 富﨑健太 
11320247 内藤ほなみ 
 感想  同じ材料が用意されており条件は一緒なのに子供一人一人によって作り出すものは全く違っていたため、その子の個性が出てきて大変面白いと感じた。今回は来場する子供が主に小学校中学年くらいであり、その子たちにとっては少し難しめのワークショップではないかと思った。来る子供の年齢を考えて計画を練ることも大切だと思った。(金田)  今回の企画で子供との関わり合いについて学んだ。人懐っこい子供もいれば、恥ずかしがってうまくかかわれない子供もいた。しかし、笑顔で声をかけたり目線の高さを同じにしたりすることでコミュニケーションをとりやすくなった。今回の企画は 1年生だけで不安もあったが楽しむことができた。(二塚)  今回はブース代表をさせてもらうこととなり張り切って臨んだもののたくさんのピンチに見舞われ辞めたいと思った。ひとつのイベントを計画・実行する難しさを感じた一方その楽しさも味わうことができた。また、子供たちは同じ材料が並べられていても全く違う作品を作っていた。そんな子供の発想力と自由な感性に驚いた。(石丸)  様々な困難があり試行錯誤しながらの大変な作業であったが、最後には成功したので、私たちの頑張りは無駄ではなかったと思った。(富﨑)  短い準備期間の中 1年生だけで企画・運営をしなければならず戸惑うことが多々あった。また、絵画を題材にすることが難しかった。しかし無事にやり遂げることができたくさんの子供の笑顔を見ることができた。たくさんの子供たちが来たがみんなそれぞれ違った作品を作っており、一緒に作っていてとても楽しかった。スマフェスと同様、たくさんの笑顔や感謝の言葉をもらうことができとても貴重な体験ができた 2日間だった。(内藤) 
 つめこむぞハッピー！ボックスアート 
 
11320005 石間佳奈 
11320029 斉藤史奈 
11320235 高嶋理乃 
11320243 恒川智哉 
11320267 福澤瑠璃 
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感想  時間も少なく 1年生だけの作業でイメージもわかず、大変苦労した。しかし、本番子供たちを見て大変な中でも作業した甲斐があったと感じた。子供が一生懸命作業している姿を見て自分たちのしていることには責任があるのだと感じた。責任があるからには物事をしっかりこなしていかなくてはいけないと感じた。(石間)  今回は 1年生だけで手探り状態だったが、どうやったら子供たちが楽しんで作ってもらえるかということを考えながら準備を進めた。本番は多くの子供たちが笑顔で楽しみながら作ってくれた。中には私たちが想像もしなかった発想で作品を作った子もいて驚いた。子供の事を考えて企画を進める大切さを知った。(斉藤)  スマフェスで先輩方から教えていただいた音、学んだことを思い出しながら子供たちが楽しんでくれるように工夫した。グループで話し合いながら作っていく時間はとても充実していた。2日間を通して子供が作業しやすい環境を整えてあげることも大切なことだと改めて気づいた。(高嶋)  今回学んだことは、一生懸命にやったことが喜ばれると嬉しいということである。1年生だけで期間も短くなかなか大変だった。しかし子供がどうしたら楽しんでくれるかを考えて作ることができた。本番、子供たちが楽しいと言ってくれたり、保護者の方々に来年もまた来たいといっていただけたりして本当にうれしかった。頑張ったからこそより嬉しく感じた。(恒川)  短い期間の中、考えなくてはならないこと、作業をしなくてはならないことがたくさんあったため、しっかりと計画を立てながら作業をする力が付いたと思う。子供の年齢に合わせて難易度を変えられるよう、数種類のつくり方を用意するなどの工夫ができなかったことが残念だったが、それを埋めるために私たちがサポートできたことはよかったと思う。
(福澤) 
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